
第
二
章
　
二
諦
に
お
け
る
真
実
義
と
修
道

　
第
一
章
で
は
三
論
宗
に
お
け
る
仏
法
の
真
実
義
を
考
察
し
た
。
第
二
章
と
第
三
章
は
真
実
義
を
さ
ら
に

研
究
す
る
と
共
に
、
衆
生
を
真
実
義
に
導
く
た
め
の
修
道
論
を
考
察
す
る
。
そ
の
な
か
で
、
第
二
章
は
二

諦
に
よ
っ
て
衆
生
を
仏
法
の
奥
義
に
到
達
せ
し
め
る
た
め
の
教
義
を
研
究
す
る
。

　
『
中
論
』
で
説
か
れ
た
世
俗
諦
と
勝
義
諦
は
、
三
論
教
学
に
お
い
て
新
た
な
展
開
を
み
せ
る
。
展
開
し

た
教
義
は
徐
々
に
菩
薩
の
修
行
論
と
な
り
、
衆
生
を
甚
深
の
仏
法
に
導
く
過
程
を
説
き
明
か
す
こ
と
に
な

る
。
第
二
章
で
は
は
じ
め
に
『
箋
註
』
の
二
諦
説
を
検
討
し
、
そ
の
後
三
論
教
学
の
二
陵
辱
を
考
察
す
る
　
　
8
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1

こ
と
に
し
た
い
。

第
一
節
　
　
『
中
論
』
の
二
諦
説
と
三
論
宗
の
二
六
説

第
一
項
　
龍
樹
と
中
観
派
が
説
く
二
諦
説

『
中
論
』
巻
四
の
第
二
十
四
章
（
観
四
諦
品
）
は
、
一
切
法
に
「
自
性
」
。
・
〈
魯
ず
響
僧
と
い
わ
れ
る
も
の
が



な
い
こ
と
を
論
じ
て
、
「
空
」
「
空
性
」
の
思
想
を
確
立
し
た
章
で
あ
り
、
『
中
論
』
の
中
で
も
つ
と
も
重
要

な
章
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
章
に
は
四
十
偶
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
初
め
の
六
偶
は
反
対
論
者

か
ら
の
問
難
で
あ
り
、
残
り
の
三
十
四
偶
が
龍
樹
の
回
答
で
あ
る
。
龍
樹
の
回
答
の
最
初
の
部
分
に
、
世

俗
諦
と
第
一
義
諦
に
関
す
る
議
論
が
出
て
い
る
。
こ
こ
で
は
第
八
・
第
九
・
第
十
偏
の
み
を
検
討
す
る
。

諸
佛
ハ
依
ニ
テ
ニ
諦
一
二

＝
ス
以
ニ
テ
シ
世
俗
諦
一
ヲ

論
争
ニ
衆
生
一
ノ
説
レ
ク
法
ヲ

ニ
ニ
ハ
第
一
義
諦
ナ
リ

（
第
二
四
・
8
偶
）
（
大
正
三
〇
・
三
二
下
）

9
0

1

若
シ
人
不
レ
ズ
ン
バ
能
レ
ワ
知
三
ル
コ
ト
　
　
分
二
品
ス
ル
ヲ
於
二
諦
一
ヲ

則
チ
於
ニ
テ
深
佛
法
一
二
　
　
　
　
　
不
レ
知
一
㌔
フ
直
筆
義
一
ヲ

若
シ
不
レ
ズ
ン
バ
依
闇
～
フ
俗
諦
一
二

不
レ
ザ
レ
バ
得
二
第
一
義
一
ヲ

不
レ
得
二
第
一
義
一
ヲ

則
チ
不
レ
得
二
浬
盤
小
一
ヲ

（
第
二
四
・
9
偏
）
（
大
正
三
〇
・
三
二
下
）

（
第
二
四
・
1
0
偶
）
（
大
正
三
〇
・
三
三
上
）

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
三
身
に
よ
っ
て
世
俗
諦
と
第
一
義
諦
に
は
区
分
が
あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
。
世
俗



諦
は
世
間
に
お
い
て
正
し
い
考
え
方
と
認
め
ら
れ
る
が
、
聖
人
の
間
で
は
真
理
と
は
認
め
ら
れ
な
い
不
充

分
な
考
え
方
で
し
か
な
い
。
龍
樹
は
世
俗
諦
し
か
理
解
し
な
い
衆
生
に
対
し
て
、
第
一
義
諦
と
い
う
真
理

を
説
こ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
龍
樹
は
第
一
義
諦
の
他
に
第
三
の
真
理
が
あ
る
と
は
説
い
て
い
な
い
。

空
性
と
い
う
第
一
義
諦
が
『
中
論
』
に
お
け
る
甚
深
の
仏
法
で
あ
り
、
龍
樹
か
ら
衆
生
に
対
す
る
渾
身
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
三
論
宗
に
お
い
て
真
理
は
常
に
批
判
的
に
反
省
さ
れ
、
よ
り
高
次
の
真
理
が
求
め

ら
れ
る
が
、
『
中
論
』
に
お
い
て
は
「
空
性
」
を
超
え
る
真
理
は
予
想
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
こ
と
は
月
雪
（
O
き
紆
曇
　
六
〇
〇
～
六
八
○
頃
）
の
『
プ
ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ
ー
』
面
壁
碧
5
巷
巴
倒
の
記
　
　
酬

述
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
。
丹
治
昭
義
氏
訳
注
の
「
中
注
釈
・
明
ら
か
な
こ
と
ば
皿
」
（
関
西
大
学
出
版
部
・

二
〇
〇
六
）
に
よ
っ
て
『
プ
ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ
ー
』
の
主
張
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
た
し
か
に
、
そ
の
勝
義
は
他
者
に
縁
ら
な
い
し
、
寂
静
し
て
お
り
、
聖
者
た
ち
に
よ
っ
て
各
自
に

内
証
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
戯
論
を
思
出
し
て
い
る
。
〔
す
な
わ
ち
、
〕
そ
れ
は
説
か

れ
も
し
な
い
し
知
ら
れ
も
し
な
い
。
実
際
、
前
に
〔
第
十
八
章
で
、
〕

　
「
他
者
に
縁
ら
な
い
で
、
寂
静
し
て
お
り
、
戯
論
に
よ
っ
て
戯
論
さ
れ
ず
、
無
分
別
で
あ
り
、
多



く
の
事
物
で
な
い
。
こ
れ
が
真
実
の
規
定
で
あ
る
。
」
（
第
＋
八
・
9
偶
と

と
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
が
最
高
（
勝
）
で
あ
り
、
実
在
（
義
）
で
も
あ
る
の
で
勝
義
で
あ
る
。
そ
れ
（
勝
義
）
こ
そ

が
真
実
（
諦
）
で
あ
る
か
ら
勝
義
諦
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
丹
治
昭
義
氏
訳
注
「
高
論
釈
・
明
ら
か
な
こ
と
ば
H
」
・
関
西
大
学
出
版
部
・
二
〇
〇
六
・
＝
七
頁
）

　
『
プ
ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ
ー
』
は
第
十
八
・
9
偶
を
引
用
し
て
、
こ
れ
が
仏
法
の
真
実
を
述
べ
る
勝
義
諦
で

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
第
一
義
諦
を
超
え
る
よ
り
高
次
な
真
理
を
考
え
て
は
い
な
い
。
ま
た
『
プ
ラ
サ
　
　
9
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ー

ン
ナ
パ
ダ
ー
』
は
世
俗
諦
と
第
一
義
諦
と
の
区
別
を
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

　
し
か
し
、
言
語
表
現
と
言
語
で
表
現
さ
れ
る
べ
き
も
の
、
知
と
知
ら
れ
る
べ
き
も
の
等
と
規
定
さ

れ
る
世
間
の
言
説
を
容
認
し
な
い
で
は
、
勝
義
を
教
示
す
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
。
そ
し
て
、

教
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
証
得
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
勝
義
を
証
得
し
な
い
で
は
浬
藥
は

証
得
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
教
示
す
る
た
め
に
〔
師
は
〕

　
　
言
説
に
依
拠
し
な
い
で
勝
義
は
示
さ
れ
な
い
。



　
　
勝
義
を
証
得
し
な
い
で
は
浬
葉
は
証
得
さ
れ
な
い
。
（
第
二
四
・
－
o
偶
）

と
説
か
れ
た
。
そ
れ
故
に
、
浬
盤
小
を
証
得
す
る
手
段
で
あ
る
か
ら
、
水
を
求
め
る
も
の
に
よ
っ
て
器

〔
が
最
初
に
取
ら
れ
る
〕
よ
う
に
ま
さ
に
必
ず
ま
ず
最
初
に
あ
る
が
ま
ま
の
世
俗
が
容
認
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
丹
治
昭
義
氏
訳
注
「
中
論
釈
・
明
ら
か
な
こ
と
ば
H
」
・
一
一
人
頁
）

　
修
行
者
は
世
間
の
言
説
を
通
し
て
勝
義
を
証
得
し
、
勝
義
に
よ
っ
て
捏
藥
に
証
題
す
る
。
世
間
の
言
説

は
水
を
求
め
る
も
の
が
ま
ず
器
を
手
に
す
る
ご
と
き
で
あ
り
、
求
め
る
水
は
勝
義
諦
に
讐
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
も
最
勝
の
仏
法
は
勝
義
諦
で
あ
り
、
勝
義
諦
を
超
え
る
真
理
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
二
。
　
　
　
　
　
鵬

第
二
項
　
三
論
宗
に
お
け
る
二
諦
説

　
嘉
祥
大
師
は
ひ
と
つ
の
概
念
に
固
執
す
る
こ
と
を
き
ら
い
、
と
ら
わ
れ
の
な
い
自
在
な
境
地
を
求
め
続

け
た
。
こ
の
気
概
が
「
破
邪
顕
正
」
と
い
わ
れ
る
三
論
宗
の
特
徴
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
自
由
な
精
神
は

仏
法
の
真
理
を
説
く
局
面
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
前
項
に
お
い
て
確
認
し
た
よ
う
に
、
『
中
論
』
は
第
一



義
諦
の
他
に
第
三
の
真
理
を
説
こ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
嘉
祥
大
師
は
一
面
に
お
い
て
こ
の
考
え
方
を
支

持
し
、
空
性
と
仮
名
と
中
道
と
が
共
に
因
縁
の
同
義
語
で
あ
る
こ
と
を
承
認
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
二

諦
義
』
巻
上
に
お
い
て
、

如
ニ
シ
中
論
ノ
所
説
一
ノ
。
因
縁
所
生
ノ
法
ヲ
。
我
ハ
説
ニ
ク
即
チ
是
レ
空
ナ
リ
。
即
チ
是
レ
假
名
ナ
リ
。
即
チ
是
レ
中

道
一
ナ
リ
ト
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
八
五
中
）
（
『
二
諦
義
』
巻
上
）

と
説
い
て
、
『
中
心
』
第
二
十
四
・
1
8
偶
の
趣
旨
を
正
確
に
継
承
し
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
叙
述
は
『
中

観
三
面
』
巻
一
・
本
に
も
み
ら
れ
、
「
因
縁
即
是
空
曇
」
「
因
縁
是
假
義
」
「
因
縁
是
中
道
義
」
（
大
正
四
二
・

七
中
）
な
ど
と
も
述
べ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
嘉
祥
大
師
は
他
の
一
面
に
お
い
て
、
真
理
の
探
究
に
お
い
て
「
定
性
の
空
」
に
停
滞
す
る
こ

と
を
排
除
し
、
批
判
的
反
省
を
繰
り
か
え
す
姿
勢
を
重
視
し
て
い
る
。
第
一
章
で
検
討
し
た
「
五
種
戯
論
」

は
そ
の
ひ
と
つ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
第
二
章
で
考
察
す
る
「
四
重
の
二
諦
」
や
「
一
節
転
・
両
節
転
」

も
否
定
の
否
定
を
基
本
的
な
論
理
と
し
て
い
る
。
三
論
教
学
に
お
い
て
は
空
・
無
も
場
合
に
よ
っ
て
は
一

辺
と
み
な
さ
れ
、
批
判
的
に
反
省
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
二
諦
を
批
判
的
に
内
省
し
た

9
4

1



結
果
、
新
た
に
到
達
さ
れ
た
境
地
を
仮
に

と
が
で
き
る
。

「
不
二
中
道
」
と
も
「
非
有
非
理
の
不
二
」
と
も
名
づ
け
る
こ

問
フ
。
二
諦
ノ
腱
ハ
〔
如
〕
何
ン
。
答
フ
。
不
ニ
ヲ
爲
レ
ス
髄
ト
。
何
ト
ナ
ー
フ
バ
者
。
諸
法
ハ
未
二
Z
フ
ザ
ル
野
面
テ
有

無
一
二
。
而
モ
爲
ニ
玉
垂
聖
禰
ノ
。
説
レ
キ
有
ト
説
レ
キ
テ
無
ト
。
而
モ
令
㌧
ム
悟
㌔
フ
於
非
有
非
無
一
ヲ
。
是
ノ
故
二

不
ニ
ヲ
爲
ニ
ス
ニ
諦
ノ
膿
一
ト
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
七
〇
．
一
二
七
中
）
（
『
大
義
砂
』
巻
一
）

　
し
か
し
、
こ
の
「
不
二
中
道
」
も
次
の
瞑
想
に
お
い
て
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
論
宗
の
二
　
　
9
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1

諦
義
は
甚
深
の
仏
法
に
近
づ
く
筋
道
を
示
す
が
、
そ
れ
を
自
己
の
も
の
と
す
る
の
は
衆
生
自
身
の
「
定
性

の
空
」
に
対
す
る
批
判
的
反
省
、
す
な
わ
ち
瞑
想
に
よ
る
否
定
の
過
程
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
二
諦
義
は
次
第
に
修
道
論
へ
と
展
開
し
て
い
く
。

第
三
項
　
破
邪
に
つ
い
て



　
二
諦
に
対
す
る
『
中
論
』
と
三
論
宗
の
考
え
方
は
異
な
っ
て
い
る
。
『
中
垣
』
に
お
い
て
世
俗
諦
と
は
世

間
に
お
け
る
道
理
で
あ
り
、
第
一
義
諦
と
は
聖
者
が
知
る
真
理
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
空
性
を
意
味
し
て
い

る
。
『
中
論
』
で
空
性
は
仏
法
に
お
け
る
真
実
義
で
あ
っ
て
、
空
性
を
超
え
る
真
理
は
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。

　
三
論
宗
に
お
い
て
も
世
俗
諦
は
世
間
の
道
理
で
あ
り
、
第
一
義
諦
は
聖
者
が
知
る
空
性
で
あ
る
こ
と
に

違
い
は
な
い
。
た
だ
嘉
祥
大
師
は
空
性
の
境
地
に
滞
留
す
る
こ
と
を
嫌
い
、
「
有
」
を
否
定
す
る
と
同
時
に
、

「
空
」
を
も
空
じ
て
非
有
曇
空
の
不
二
中
道
を
求
め
る
。
空
性
の
境
地
に
滞
留
す
る
と
空
性
は
「
定
性
の

空
」
と
な
り
、
無
所
得
で
あ
る
べ
き
空
性
が
有
所
得
の
空
性
に
転
じ
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
仏
教

の
思
想
は
常
に
新
し
い
境
地
を
求
め
て
自
己
革
新
を
と
げ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
仏
道
修
行
と
は
安
住

す
る
こ
と
で
は
な
く
、
常
に
創
造
的
に
前
進
し
、
思
想
を
革
新
し
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
自
己
革
新

の
過
程
は
『
小
母
経
』
が
説
く
「
創
造
的
瞑
想
」
と
内
容
は
同
一
で
あ
る
。
確
立
さ
れ
た
教
義
を
否
定
し

て
新
し
い
教
義
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
破
邪
の
精
神
は
三
論
宗
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
多
く
の
宗
派
は
自
己
の
教
義
を
確
立
す
る
過
程
に
お
い
て
、
他
宗
を
破
斥
し
破
邪
す
る
。
他
宗
を
破
零

し
破
邪
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
他
宗
を
蔑
視
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
他
宗
と
共
に
仏
法
の
深
奥
義
を
極

め
よ
う
と
す
る
精
神
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
龍
樹
は
外
教
や
有
部
の
「
法
有
」
の
思
想
を

破
早
し
て
「
諸
法
空
」
を
説
き
、
仏
法
の
教
義
を
飛
躍
的
に
高
度
化
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
仏
法
の
真

9
6

1



実
義
は
深
ま
り
、
後
世
の
仏
教
者
に
与
え
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。
こ
の
時
、
龍
樹
は
確
立
さ
れ
た
「
諸

法
空
」
の
思
想
を
み
ず
か
ら
否
定
す
る
意
図
を
持
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
三
論
宗
の
破
邪
は
、
他
宗
の
教
義
を
署
す
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
己
の
教
義
を
否
定

す
る
こ
と
に
も
躊
躇
し
な
い
。
も
し
自
己
の
教
義
に
安
住
す
る
こ
と
が
あ
る
と
、
定
性
・
有
所
得
の
境
地

に
停
滞
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
真
に
無
所
得
の
境
地
を
求
め
続
け
よ
う
す
れ
ば
、
時
に
は
自

己
の
教
義
を
も
革
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
精
神
は
三
論
宗
の
全
篇
を
貫
い
て
い
て
、
四
重
の
二

諦
や
四
節
の
並
観
・
四
処
の
並
観
等
は
す
べ
て
自
己
革
新
の
思
想
に
端
を
発
し
て
い
る
。
こ
の
姿
勢
は
仏

法
の
真
実
義
を
求
め
る
修
行
者
の
啓
発
に
も
大
き
な
威
力
を
発
揮
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
嘉
祥
大
師
は
『
三
論
玄
義
』
（
一
巻
本
）
に
お
い
て
言
忘
恩
絶
を
「
無
名
相
」
と
呼
ん
で
い
る
。
無
名
相
は

甚
深
の
仏
法
で
あ
り
、
最
勝
の
正
義
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
『
三
論
玄
義
』
は
こ
の
正
義
を
「
血
煙
」
と
「
用

正
」
に
開
く
。
諸
法
の
実
相
は
無
名
相
で
あ
る
か
ら
、
真
諦
と
か
俗
諦
と
か
と
名
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
こ
の
言
忘
慮
絶
の
非
真
上
俗
の
境
地
を
「
体
正
」
と
名
づ
け
る
。
「
体
正
」
を
論
じ
る
意
図
は
あ
ら
ゆ

る
「
偏
角
」
を
破
斥
す
る
た
め
で
あ
り
、
定
性
・
無
所
得
の
思
想
を
破
邪
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。



故
二
開
ニ
ク
ニ
ノ
正
一
ヲ
。
＝
ス
者
腔
正
。
ニ
ニ
二
者
用
正
ナ
リ
。
非
眞
非
俗
ヲ
名
ケ
テ
爲
ニ
シ
膿
正
一
ト
。
眞
ト
之

與
レ
ト
ヲ
属
目
ケ
テ
爲
ニ
ス
用
正
一
ト
。
所
二
以
画
然
一
ル
者
。
諸
法
ノ
實
相
ハ
言
亡
七
絶
シ
。
未
二
才
フ
ズ
曾
テ
眞
俗
一
。

故
二
名
レ
ケ
テ
之
ヲ
爲
レ
ス
髄
ト
。
絶
ニ
ス
諸
ノ
偏
邪
一
ヲ
。
目
レ
ケ
テ
之
ヲ
爲
レ
ス
正
ト
。
故
二
言
ニ
フ
髄
正
一
ト
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
七
中
）
（
『
三
論
玄
義
』
）

　
し
か
し
、
体
正
は
名
言
を
絶
し
て
い
る
の
で
、
凡
・
聖
の
衆
生
に
は
と
り
つ
く
取
っ
か
か
り
が
与
え
ら

れ
な
い
。
そ
こ
で
仏
は
、
俗
諦
や
真
諦
を
依
り
ど
こ
ろ
と
し
、
ひ
と
び
と
を
さ
ら
に
深
い
境
地
へ
と
人
々

を
導
き
入
れ
る
。
こ
の
俗
諦
・
真
諦
を
「
用
正
」
と
名
づ
け
る
。
仏
の
言
葉
と
な
っ
た
真
・
俗
は
も
は
や
　
　
9
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

偏
邪
を
超
え
た
境
地
で
あ
り
、
も
ろ
も
ろ
の
邪
を
破
す
る
は
た
ら
き
を
持
つ
。
用
正
は
破
邪
を
本
質
と
す

る
仏
智
の
は
た
ら
き
で
あ
る
。

所
レ
ノ
言
フ
準
正
ト
智
者
。
髄
ハ
絶
ニ
ス
レ
バ
名
言
一
ヲ
物
〔
衆
生
〕
ノ
無
レ
シ
由
レ
悟
ル
ニ
。
錐
レ
モ
非
ニ
ア
ー
フ
ズ
ト
有
無

輔
二 ｭ
イ
テ
説
ニ
ク
眞
・
俗
一
ト
。
評
価
名
ケ
テ
爲
レ
ス
用
ト
。
此
ノ
眞
ト
直
筆
レ
俗
書
タ
不
ニ
ナ
ー
フ
ズ
論
説
一
。
目
レ
ケ
テ

之
ヲ
爲
レ
ス
正
ト
。
金
匠
名
ニ
ク
用
正
一
ト
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
野
中
）
（
『
一
二
論
玄
義
』
）



　
嘉
祥
大
師
は
偏
邪
を
根
絶
し
、
破
邪
を
徹
底
す
る
た
め
の
教
義
と
し
て
、
「
体
正
」
を
さ
ら
に
三
つ
に
開

い
て
「
対
偏
正
」
「
言
偏
正
」
「
絶
待
正
」
を
論
じ
る
。
「
対
偏
正
」
と
は
、
お
よ
そ
あ
ら
ゆ
る
偏
病
と
い
う

有
所
得
の
考
え
方
を
対
治
す
る
こ
と
に
名
づ
け
る
。

但
シ
正
〔
体
正
〕
二
有
ニ
リ
三
種
一
。

一
ニ
ハ
封
ニ
シ
偏
病
一
二
目
レ
ケ
テ
之
ヲ
爲
レ
シ
正
ト
。
名
編
ク
封
偏
正
一
ト
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
七
中
）
（
コ
ニ
論
玄
義
』
）

「
尽
偏
正
」
と
は
偏
病
と
い
う
有
所
得
の
考
え
方
を
滅
尽
す
る
こ
と
に
名
づ
け
る
。

ニ
ニ
ハ
壼
ニ
シ
浮
三
ム
於
偏
一
ヲ
。
名
レ
ケ
テ
之
ヲ
爲
レ
ス
正
ト
。
謂
ク
壼
偏
正
ナ
リ
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
七
中
）

　
「
絶
待
正
」
と
は
偏
病
が
す
べ
て
対
治
さ
れ
、
滅
尽
さ
れ
た
境
地
の
こ
と
で
あ
り
、

「
有
所
得
」
と
か
「
無
所
得
」
と
か
い
う
概
念
す
ら
存
在
し
な
い
。

（
『O
論
玄
義
』
）

こ
こ
で
は
も
は
や

9
9
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三
ニ
ハ
偏
病
ノ
既
二
去
レ
バ
正
ニ
モ
亦
タ
不
レ
留
ヨ
フ
。
非
レ
ァ
ー
フ
ズ
三
日
モ
非
レ
Z
フ
ズ
正
ニ
モ
。
不
レ
知
フ
何
ヲ
以
テ
ヵ
美
レ

メ
ン
之
ヲ
。
強
イ
テ
嘆
ジ
テ
爲
レ
ス
正
ト
。
謂
ク
絶
待
正
ナ
リ
也
。
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
七
廻
）
（
『
一
二
論
玄
義
』
）

　
嘉
祥
大
師
は
こ
の
よ
う
に
説
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
偏
病
・
有
所
得
の
見
を
根
絶
せ
ん
と
し
、
破
邪
の
精
神

を
究
極
に
ま
で
推
し
進
め
た
思
想
を
形
成
し
て
い
る
。
『
三
論
玄
義
』
で
説
か
れ
る
消
費
・
用
正
の
考
え
方

は
、
衆
生
の
迷
妄
を
破
す
る
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。
嘉
祥
大
師
億
体
正
・
用
正
を
説
く
冒
頭
に
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

o
o
2

但
ダ
欲
レ
シ
テ
出
二
始
筆
シ
メ
ン
ト
衆
生
一
ヲ
。
於
ニ
テ
無
名
相
ノ
法
一
二
強
イ
テ
名
相
ヲ
以
テ
説
キ
。
令
ニ
ム
透
磁
ノ
情
思
ヲ

シ
テ
因
り
テ
而
得
一
レ
セ
悟
ヲ
。
故
二
戸
ニ
ク
ニ
ノ
正
一
ヲ
。
一
日
ハ
半
弓
正
。
ニ
ニ
ハ
者
用
正
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
七
中
）
（
『
一
二
論
玄
義
』
）

　
衆
生
教
化
の
こ
の
論
理
は
、
三
論
宗
が
対
論
の
相
手
と
す
る
、
成
実
論
師
の
有
所
得
の
見
を
破
饗
す
る

論
法
に
も
適
用
さ
れ
う
る
し
、
さ
ら
に
、
他
の
大
乗
垂
垂
の
み
な
ら
ず
、
自
己
の
構
成
し
た
教
義
の
「
有

所
得
化
」
を
防
ぐ
自
己
革
新
の
論
法
と
し
て
も
適
用
さ
れ
る
。
他
者
の
み
な
ら
ず
自
己
の
有
所
得
の
考
え



方
を
否
定
し
、
一
層
深
い
仏
法
の
真
実
義
を
求
め
る
こ
と
が
、
「
体
正
」
「
耳
蝉
」
の
教
義
の
目
的
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
嘉
祥
大
師
は
「
定
性
」
「
有
所
得
」
に
留
ま
る
こ
と
を
排
除
し
よ
う
と
努
め
て
い
た
。
こ
こ
に

破
邪
の
精
神
の
本
領
が
み
ら
れ
る
。

第
二
節
　
二
諦
に
関
す
る
教
理

第
一
項
約
理
の
二
諦
と
約
教
の
二
諦

0
1
2

　
二
諦
に
関
す
る
一
般
的
な
解
釈
に
よ
る
と
、
仏
・
菩
薩
は
凡
夫
の
た
め
に
世
俗
諦
を
説
き
、
聖
人
の
た

め
に
勝
義
諦
を
説
く
。
世
理
と
真
諦
と
は
そ
れ
ぞ
れ
凡
夫
と
聖
人
に
お
け
る
真
理
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

真
理
の
立
場
か
ら
二
諦
を
説
く
こ
の
考
え
方
を
「
約
理
の
二
諦
」
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
三
論
宗
は
こ
の
考

え
方
を
展
開
さ
せ
る
。
仏
・
菩
薩
か
ら
み
れ
ば
諸
法
は
有
で
も
な
く
空
で
も
な
い
。
し
か
し
衆
生
教
化
の

た
め
に
、
仏
・
如
来
は
凡
聖
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
真
実
と
思
わ
れ
て
い
る
世
諦
と
真
諦
と
を
、
仏
・
如
来

の
「
説
法
」
の
依
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
真
理
に
衆
生
を
導
き
入
れ
よ
う
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
凡
夫
に
対



し
て
は
諸
法
は
単
に
「
有
」
で
は
な
く
「
空
」
を
含
む
と
説
き
、
聖
人
に
対
し
て
は
実
相
は
単
に
「
空
」

で
は
な
く
「
有
」
を
含
む
と
教
え
る
。
こ
の
考
え
方
は
「
教
」
の
立
場
か
ら
二
諦
を
説
く
の
で
、
「
儒
教
の

二
諦
」
と
い
う
。
三
論
宗
は
約
理
の
二
諦
を
批
判
的
に
み
て
、
説
教
の
二
諦
を
正
し
い
論
理
と
考
え
る
。

　
言
い
か
え
る
と
、
二
諦
は
絶
対
的
な
理
性
を
述
べ
る
の
で
は
な
い
。
仏
法
に
お
け
る
究
極
的
な
無
為
・

真
如
は
言
語
に
よ
っ
て
表
現
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
無
為
・
真
如
を
仮
に
「
理
性
」
と
呼
ぶ
こ
と

に
す
る
。
一
方
、
仏
・
菩
薩
の
金
言
は
理
性
の
一
面
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
理
性
の
全
体
像
を
表
現

し
つ
く
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
を
仮
に
「
真
理
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
み
る

と
、
二
諦
は
真
理
で
は
あ
る
が
理
性
で
は
な
い
。
同
時
に
、
二
諦
は
諸
仏
・
菩
薩
に
よ
る
衆
生
済
度
の
た
　
　
0
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

め
の
説
法
で
あ
る
。
仏
・
菩
薩
の
述
べ
ら
れ
た
金
言
と
し
て
の
真
理
は
、
常
に
衆
生
を
理
性
の
方
向
に
導

く
説
法
・
教
法
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

二
塁
ト
ハ
者
。
蓋
シ
是
レ
言
教
ノ
之
通
詮
ニ
シ
テ
。
相
待
ノ
四
書
稻
ナ
リ
。
虚
〔
空
〕
ト
寂
〔
静
〕
ハ
之
レ
妙
實
ニ

シ
テ
。
窮
ニ
ム
中
道
ハ
之
レ
極
號
一
ヲ
。
葦
葺
サ
ク
如
來
五
常
二
軸
ニ
テ
ニ
諦
一
二
説
レ
ク
法
ヲ
。
一
ニ
ハ
者
世
諦
。
ニ
ニ

ハ
者
第
一
義
諦
ナ
リ
。
故
二
二
諦
ハ
唯
ダ
是
レ
教
門
ニ
シ
テ
不
レ
關
二
2
フ
境
ノ
理
〔
性
〕
一
二
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
一
五
上
）
（
『
大
乗
玄
論
』
巻
一
）



　
仏
教
に
お
け
る
理
性
は
実
践
を
通
じ
て
体
得
す
る
も
の
で
あ
り
、
言
葉
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
す
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
言
葉
を
通
じ
て
衆
生
を
導
か
な
け
れ
ば
真
理
は
あ
ら
わ
れ
な
い
。
二
諦
は
「
月
」

と
い
う
理
性
を
説
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
「
月
を
指
し
示
す
」
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
る
。
約
教
の

二
諦
と
は
仏
教
に
お
け
る
こ
の
基
本
的
な
事
実
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
仏
・
菩
薩
の
説
法
に
も
と
づ

い
て
「
月
」
と
い
う
理
性
に
到
達
し
た
と
き
、
諸
法
は
真
実
に
は
実
相
で
あ
り
、
実
相
と
は
諸
法
に
他
な

ら
な
い
こ
と
が
体
験
で
き
る
。

0
3
2

『
中
論
』
巻
四
の
第
二
四
章
の
第
八
偶
が
い
う
、

諸
佛
ハ
依
ニ
テ
ニ
諦
一
二

一
ニ
ハ
以
ニ
テ
シ
世
俗
二
一
ヲ

爲
ニ
ニ
衆
生
一
ノ
説
レ
ク
法
ヲ

ニ
ニ
ハ
第
一
義
諦
ナ
リ

（
大
正
三
〇
・
三
二
下
）
（
『
中
鷺
』
巻
四
）

に
つ
い
て
、
嘉
祥
大
師
は
こ
の
二
諦
を
、
理
性
を
表
現
し
て
い
る
と
は
考
え
な
い
。
こ
こ
に
嘉
祥
大
師
の

発
揮
点
が
あ
り
、
新
し
い
思
想
の
展
開
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
諦
と
は
仏
・
菩
薩
が
説
法
を
行
う



た
め
の
「
依
り
ど
こ
ろ
」
に
す
ぎ
ず
、
仏
・
如
来
は
こ
の
「
依
り
ど
こ
ろ
」
に
も
と
づ
い
て
仏
法
の
理
性

の
あ
り
処
を
衆
生
に
指
し
示
す
。
こ
の
説
法
の
「
依
り
ど
こ
ろ
」
を
嘉
祥
大
師
は
「
於
諦
」
と
名
づ
け
、

理
性
の
方
向
を
指
し
示
す
こ
と
を
「
教
諦
」
と
名
づ
け
る
。

今
正
シ
ク
此
ノ
一
句
ハ
。
明
下
ス
依
一
㌔
ア
ニ
諦
一
二
説
法
上
ス
ト
。
所
依
ハ
是
ル
於
諦
ナ
リ
。
説
法
ハ
是
レ
教
諦
ナ
リ
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
七
九
上
）
（
『
二
諦
義
』
巻
上
）

　
三
論
宗
は
「
於
諦
」
「
教
課
」
と
い
う
思
想
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
約
理
の
二
諦
と
い
う
従
来
の
　
　
0
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

考
え
方
を
排
除
し
、
約
教
の
二
諦
と
い
う
新
し
い
考
え
方
を
提
示
す
る
。

　
ま
た
、
三
論
宗
は
「
所
依
の
於
諦
」
「
能
書
の
於
諦
」
と
い
う
考
え
方
を
説
い
て
い
る
。

依
は
『
中
論
』
第
二
十
四
・
9
偶
に
対
す
る
青
目
釈
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

こ
の
所
依
・
能

諸
佛
ハ
依
ニ
テ
是
ノ
ニ
諦
一
二
。
而
モ
爲
ニ
ニ
衆
生
一
ノ
説
レ
ク
法
ヲ
。

若
シ
人
が
不
㌧
バ
能
三
ワ
如
實
二
分
二
等
ス
ル
コ
ト
訓
導
輔
ヲ
。
則
チ
於
ニ
テ
甚
深
ノ
佛
法
一
二
。
不
レ
知
一
㌦
フ
實
義
一
ヲ
。



（
大
正
三
〇
・
三
二
下
）
（
『
中
論
』
巻
四
・
第
二
四
・
9
偏
に
対
す
る
長
行
）

　
青
目
釈
の
前
半
部
分
は
、
二
諦
が
仏
・
如
来
の
説
法
の
依
り
ど
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
「
所
依
」
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
後
半
部
分
は
、
仏
・
如
来
の
説
法
に
よ
っ
て
、
衆
生
は
甚
深
の
仏
法
に
導
か
れ
る
こ

と
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
説
法
は
衆
生
を
真
理
に
導
く
た
め
の
能
動
的
な
教
え
、
す
な
わ
ち
「
能

依
」
で
あ
る
。

此
レ
則
チ
前
二
磯
回
シ
ニ
諦
一
ヲ
尭
凄
然
ル
後
南
明
下
カ
ス
諸
佛
ハ
依
孔
ア
是
ノ
ニ
諦
一
二
爲
ニ
ニ
衆
生
一
ノ
説
法
上
ス
ル
　
　
獅

コ
ト
ヲ
。
故
二
知
ル
。
（
中
略
）
二
諦
ハ
是
レ
所
依
。
説
法
ハ
是
レ
能
依
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
七
八
中
）
（
『
二
諦
義
』
巻
上
）

　
能
依
で
あ
る
仏
・
如
来
の
説
法
を
聞
い
て
、
正
し
い
仏
法
を
証
る
も
の
と
、
な
お
有
と
無
と
に
迷
う
も

の
が
い
る
。
説
法
を
聞
い
た
後
に
な
お
二
黒
に
迷
う
も
の
は
「
有
所
得
」
の
も
の
で
あ
り
、
「
善
巧
方
便
」

の
智
慧
を
持
つ
も
の
は
、
正
し
く
「
無
所
得
」
の
不
二
中
道
を
悟
る
。
三
論
宗
の
意
図
は
「
有
所
得
」
に

陥
る
こ
と
を
い
ま
し
め
、
善
巧
方
便
を
得
て
「
無
所
得
」
の
も
の
た
れ
と
説
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。



而
モ
學
ス
ル
者
二
七
ニ
テ
其
ノ
巧
拙
【
。
駅
止
有
ニ
リ
得
失
ノ
之
異
一
。
所
以
二
期
シ
有
ニ
テ
巧
方
便
ノ
慧
一
。
學
ニ
セ

バ
此
ノ
ニ
諦
一
ヲ
。
成
ニ
ズ
ル
モ
無
所
得
一
ヲ
。
無
ニ
ク
シ
テ
巧
方
便
ノ
慧
一
槍
レ
セ
バ
教
ヲ
。
即
チ
成
ニ
ズ
有
所
得
一
ヲ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
一
五
上
）
（
『
大
乗
玄
論
』
巻
一
）

　
三
論
宗
の
二
言
に
つ
い
て
「
約
諾
・
約
教
」
の
黒
熱
と
、
「
所
依
・
能
依
」

の
考
え
方
は
さ
ら
に
於
諦
・
教
諦
と
い
う
思
想
に
発
展
す
る
。

の
二
諦
を
考
え
て
み
た
。
こ

0
6
2

第
二
項
　
於
諦
と
教
諦

　
三
論
宗
の
二
異
義
は
「
喜
平
」
「
要
諦
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
考
え
方
を
提
示
す
る
。
於
諦
と
は
「
所
依
」

の
二
更
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
仏
・
如
来
が
説
法
を
行
う
依
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
凡
夫
の
二
六
と
聖
人

の
真
諦
と
を
、
四
聖
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
測
量
と
仮
に
名
づ
け
る
。
教
諦
と
は
「
撃
茎
」
の
二
業
の
こ
と

で
あ
り
、
仏
・
如
来
が
於
諦
を
依
り
ど
こ
ろ
と
し
て
衆
生
の
た
め
に
法
を
説
き
、
衆
生
を
凡
か
ら
聖
へ
、



聖
か
ら
仏
・
如
来
へ
と
導
く
こ
と
を
い
う
。

薬
量
ハ
是
レ
教
諦
ナ
リ
。
所
依
ハ
是
レ
於
諦
ナ
リ
。

（
大
正
四
五
・
一
五
上
）
（
『
大
乗
玄
論
』
巻
一
）

　
於
諦
と
は
凡
夫
が
真
実
と
考
え
る
世
諦
と
、
聖
人
が
真
実
と
信
じ
る
真
諦
の
二
つ
を
合
わ
せ
た
概
念
で

あ
っ
て
、
仏
・
菩
薩
の
説
法
の
所
依
と
な
る
。
世
諦
と
は
「
諸
法
は
常
に
有
と
し
て
存
在
す
る
」
こ
と
で

あ
り
、
真
諦
と
は
聖
人
の
考
え
る
「
諸
法
是
空
」
の
こ
と
で
あ
る
。

　
仏
・
菩
薩
か
ら
み
れ
ば
世
諦
も
真
諦
も
共
に
不
充
分
な
境
地
で
あ
り
、
共
に
破
黙
し
て
よ
り
高
次
の
境
　
　
0
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

地
に
導
き
入
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

如
ニ
キ
血
色
二
二
世
界
〕
一
ノ
未
ニ
ザ
ル
ヲ
曾
テ
空
・
有
一
オ
フ
。
凡
ハ
謂
ニ
フ
色
ヲ
有
一
ト
。
於
レ
テ
凡
二
是
レ
實
ナ
レ
バ

名
レ
ク
諦
ト
。
聖
ハ
謂
ニ
フ
色
ヲ
空
一
ト
。
於
レ
テ
聖
二
是
レ
實
ナ
レ
バ
名
レ
ク
諦
ト
。
此
ノ
之
有
無
ハ
。
皆
ナ
是
レ
謂
レ
フ

情
二
故
二
。
拉
ピ
ニ
皆
ナ
是
レ
失
ナ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
人
六
下
～
八
七
上
）
（
『
二
戸
義
』
巻
上
）

教
諦
と
は
凡
・
聖
の
「
於
諦
」
に
も
と
づ
い
て
、
凡
・
聖
を
如
来
の
誠
諦
に
導
く
こ
と
で
あ
る
。
有
は



単
な
る
有
で
は
な
く
無
と
相
即
し
て
い
る
と
説
か
れ
る
と
き
、
凡
夫
の
「
有
」
は
、
も
は
や
「
有
」
に
執

着
す
る
こ
と
な
く
、
「
不
有
の
有
」
と
な
る
。
無
は
単
な
る
無
で
は
な
く
有
と
相
即
し
て
い
る
と
説
か
れ
る

と
き
、
聖
人
の
「
無
」
は
、
も
は
や
「
無
」
に
執
着
す
る
こ
と
な
く
、
「
空
耳
の
無
」
に
転
じ
る
。
仏
・
菩

薩
は
凡
・
聖
の
信
じ
る
有
無
の
二
に
よ
っ
て
「
非
有
非
無
の
不
二
」
を
説
き
明
か
す
。
こ
の
と
き
、
「
二
」

は
「
不
二
」
に
裏
付
け
ら
れ
た
「
二
」
と
な
り
、
「
不
二
」
は
「
二
」
に
裏
付
け
ら
れ
た
「
不
二
」
と
な
る
。

「
二
」
と
「
不
一
ご
と
は
互
い
に
相
手
の
体
に
入
り
込
ん
で
い
る
、
と
説
か
れ
る
。

言
ニ
フ
ハ
教
士
ノ
得
一
ト
者
。
如
來
誠
諦
ノ
五
言
ヲ
以
糊
ア
。
依
孔
ア
凡
ノ
有
一
二
説
レ
ヶ
バ
有
ト
。
有
ハ
不
レ
住
レ
セ
有
二
。
　
　
㎜

有
ハ
表
ニ
ス
不
有
一
ヲ
。
依
ニ
テ
聖
ノ
無
一
二
説
レ
ヶ
バ
無
ト
。
無
益
不
レ
住
レ
セ
無
二
。
無
墓
表
ニ
ス
不
当
一
ヲ
。
此
レ
則

チ
有
無
ノ
ニ
ヲ
以
テ
。
表
ニ
ス
非
有
非
無
ノ
不
二
一
ヲ
。
ニ
が
不
肖
ナ
リ
不
ニ
ガ
ニ
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
七
八
下
）
（
『
二
諦
義
』
巻
上
）

　
三
論
宗
の
教
え
に
よ
る
と
、
仏
・
如
来
は
最
勝
の
真
理
を
そ
の
ま
ま
凡
・
聖
に
説
く
こ
と
は
な
く
、
世

俗
に
お
け
る
真
理
と
聖
人
に
お
け
る
真
理
を
借
り
て
、
徐
々
に
人
々
を
仏
法
の
真
勝
義
に
導
こ
う
と
す
る
。

こ
の
時
、
於
諦
は
単
二
に
転
換
す
る
、
と
い
う
。
人
々
が
得
る
べ
き
甚
深
の
仏
法
は
「
因
縁
の
空
有
」
で



あ
り
、
「
空
有
に
非
ざ
る
空
有
」
す
な
わ
ち
「
非
有
非
無
の
不
二
」
で
あ
る
。

因
縁
ノ
空
有
ハ
。
即
チ
非
ニ
ザ
ル
空
有
一
二
空
有
ナ
リ
。
既
二
黒
下
レ
バ
非
ニ
ザ
ル
空
有
一
二
空
田
上
ト
。
即
チ
悟
三
ル
ナ
リ

空
転
巨
峯
ニ
ズ
ト
空
玉
噌
二
度
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
八
七
上
）
（
『
二
諦
義
』
巻
上
）

　
平
安
初
期
に
西
大
寺
に
住
し
た
日
本
の
玄
叡
は
、
教
諦
に
「
言
説
の
教
諦
」
と
噂
「
至
当
の
教
諦
」
と
が

あ
る
と
い
う
。
「
言
説
の
教
諦
」
と
は
応
身
の
諸
仏
の
説
法
の
こ
と
を
い
う
。
従
っ
て
応
身
の
諸
仏
が
在
世

し
な
い
時
に
は
、
言
説
の
教
諦
は
説
か
れ
な
い
。
「
表
理
の
教
諦
」
と
は
、
理
性
が
お
の
ず
か
ら
自
然
に
そ
　
　
0
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

の
姿
を
あ
ら
わ
す
こ
と
で
あ
っ
て
、
道
心
の
あ
つ
い
者
に
は
甚
深
の
仏
法
が
い
か
な
る
時
に
も
読
み
と
れ

る
こ
と
を
い
う
。
従
っ
て
教
理
の
教
諦
は
、
有
理
の
時
も
無
仏
の
時
も
常
に
説
か
れ
て
い
る
。

約
ニ
ス
レ
バ
教
ノ
詩
嚢
一
二
。
婆
心
三
二
リ
ニ
種
一
。
一
季
ハ
言
説
ノ
教
諦
。
諭
旨
馬
立
理
ノ
教
諦
ナ
リ
。
若
シ
バ
言
説
ノ

教
書
ハ
。
有
佛
ノ
時
ハ
有
リ
。
降
着
ノ
時
ハ
無
シ
。
表
理
ノ
教
鞭
ハ
。
有
レ
ル
モ
佛
無
レ
キ
モ
佛
。
恒
二
自
ラ
有
レ
リ

之
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
七
〇
・
一
二
七
中
）
（
『
大
義
砂
』
巻
一
）



　
次
に
、
於
諦
と
教
諦
の
「
用
」
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
「
体
」
は
同
じ
で
あ
っ
て
別
々
の
も
の
で

は
な
い
、
と
玄
叡
は
説
く
。
わ
れ
わ
れ
は
差
別
の
現
象
世
界
に
住
し
て
い
る
が
、
そ
の
差
別
の
世
界
を
凡

夫
は
有
と
見
、
聖
人
は
空
と
見
る
。
仏
・
菩
薩
は
そ
の
差
別
の
世
界
を
、
有
と
か
空
と
か
区
別
で
き
な
い

相
即
の
因
縁
と
み
て
い
る
。
凡
夫
と
聖
人
に
お
い
て
有
・
空
と
見
ら
れ
た
も
の
は
、
仏
の
境
地
に
お
い
て

は
別
々
の
も
の
で
は
な
く
不
二
・
平
等
の
も
の
で
あ
る
。
凡
・
聖
か
ら
仏
の
境
地
へ
の
悟
り
の
過
程
を
、

玄
叡
は
「
於
諦
は
即
ち
教
諦
と
成
る
」
と
表
現
す
る
。
悟
り
が
開
け
る
と
き
滋
養
は
教
諦
に
転
換
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
於
諦
と
聖
哲
の
「
用
」
は
異
な
っ
て
い
て
も
そ
の
「
体
」
は
同
一
で
あ
っ
て
別
異
の
も
の

で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
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2

腔
ハ
同
ジ
ク
義
絶
異
ナ
リ
。
何
者
。
熱
腸
ノ
萬
法
ハ
。
若
シ
於
ニ
チ
ハ
雨
縁
一
二
。
恒
二
是
レ
於
諦
ナ
リ
。
若
シ
佛
・

菩
薩
ニ
ォ
ィ
テ
ハ
。
常
二
是
レ
因
縁
ナ
リ
。
若
シ
於
ニ
テ
ハ
ニ
縁
一
二
。
教
弓
手
チ
成
レ
リ
於
ト
。
若
シ
於
ニ
チ
ハ
了
悟
一
二
。

於
ハ
即
チ
成
レ
ル
教
ト
。
於
ト
之
與
レ
ト
三
教
。
髄
二
無
レ
シ
有
レ
ル
コ
ト
ニ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
七
〇
二
二
七
中
）
（
『
大
義
妙
』
巻
一
）

玄
叡
の
い
う
「
表
理
の
教
皇
」
は
、
「
無
情
説
法
」
に
似
た
趣
を
含
ん
で
い
る
。
無
情
説
法
と
は
「
山
水
」



の
よ
う
な
無
情
の
一
切
世
界
が
、
常
に
仏
の
教
え
を
説
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
瞑

想
に
よ
っ
て
心
を
澄
ま
せ
る
と
、
山
水
や
花
鳥
風
月
な
ど
が
、
常
に
仏
に
代
わ
っ
て
説
法
し
て
い
る
。
玄

叡
の
「
地
理
の
教
諦
」
と
無
情
説
法
と
は
、
そ
の
内
容
に
共
通
点
が
有
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
表
革
の
教

諦
」
と
い
う
考
え
方
は
、
「
教
諦
」
の
内
容
を
説
明
す
る
教
義
と
し
て
一
つ
の
発
揮
点
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
「
教
諦
」
と
い
う
言
葉
は
、
「
教
」
と
い
う
仏
の
教
化
の
手
段
で
あ
る
「
用
」
が
、
「
諦
」
と

い
う
真
理
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
「
用
」
と
「
諦
」
と
が
結
び
つ
く
の
は
一
見
し
て
不
合
理
で
は
な
い
か
と

い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
『
二
諦
義
』
巻
上
は
六
つ
の
理
由
を
あ
げ
て
こ
れ
を
説
明
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

（
一

j
仏
・
菩
薩
の
説
法
と
い
う

　
　
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

「
用
」
は
真
実
に
も
と
つ
い
て
い
る
。
従
っ
て
、
説
法
を
「
諦
」
と
呼

依
レ
テ
實
二
而
モ
説
ク
。
三
二
所
レ
モ
説
ク
亦
丸
善
ナ
リ
。
是
ノ
並
数
名
レ
ク
諦
ト
。

（
二
）
説
法
と
い
う
「
用
」
は
如
来
の
誠
諦
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
説
法
を
「
諦
」
と
名
づ



　
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
如
來
ノ
誠
諦
ノ
之
言
ナ
リ
。
是
ノ
故
二
名
レ
ク
諦
ト
。

（
三
）
　
「
有
」
と
説
き
「
無
」
と
説
き
な
が
ら
、
真
実
に
は
仏
法
の
正
道
を
教
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
説

　
法
を
「
諦
」
と
い
う
。

　
　
説
ニ
ィ
ー
ア
有
・
無
ノ
教
一
ヲ
。
實
贋
書
ク
表
レ
ス
道
ヲ
。
是
ノ
故
二
名
レ
ク
諦
ト
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

（
四
）
真
実
の
法
を
説
い
て
衆
生
に
利
益
を
も
た
ら
す
。
従
っ
て
、
説
法
を
「
諦
」
と
呼
ぶ
。

　
　
説
レ
イ
テ
法
ヲ
實
二
能
ク
利
レ
ス
縁
ヲ
。
是
ノ
故
二
名
レ
ク
諦
ト
。

（
五
）
仏
．
菩
薩
の
説
法
は
不
顛
倒
の
境
地
を
示
す
。
従
っ
て
、
説
法
を
「
諦
」
と
名
づ
サ
る
。



説
ニ
ク
不
顛
倒
一
ヲ
。
是
ノ
故
二
名
レ
ク
諦
ト
。

（
六
）
あ
り
の
ま
ま
の
真
実
を
証
し
、
あ
り
の
ま
ま
の
真
実
を
悟
っ
て
、

　
　
か
す
。
従
っ
て
、
説
法
を
「
諦
」
と
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

あ
り
の
ま
ま
の
真
実
を
説
き
明

得
レ
如
レ
ク
實
ノ
悟
レ
テ
如
レ
ク
實
ノ
而
モ
説
ク
。
是
ノ
故
二
名
レ
ク
諦
ト
。

（
大
正
四
五
・
八
六
下
）
（
『
二
三
義
』
巻
上
）

1
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こ
れ
ら
の
六
項
目
は
、
教
諦
が
真
理
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
三
論
宗
に
お
い
て
教
諦
が
重
要
な
教
義
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
衆
生
は
仏
・
菩
薩
の
教
諦
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏

法
の
真
実
義
に
到
達
で
き
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
凡
を
転
じ
て
聖
を
成
じ
、
聖
を
転
じ
て
仏
・
如
来

を
成
ず
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

第
三
項
　
言
語
表
現
の
誤
謬



　
理
性
は
言
葉
を
用
い
て
表
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
教
義
体
系
を
確
立
し
て
論
じ
つ
く
す
こ
と

も
容
易
で
は
な
い
。
龍
樹
は
こ
の
こ
と
を
明
確
に
意
識
し
て
い
た
。
言
葉
に
よ
っ
て
理
性
を
説
こ
う
と
す

る
と
き
、
自
家
撞
着
に
陥
る
こ
と
が
多
い
。
『
中
墨
』
第
二
章
（
観
去
来
品
）
の
「
行
く
も
の
は
行
か
ず
」
は
、

言
語
表
現
の
限
界
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
諸
法
空
」
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
章
で
あ
る
。

　
『
中
立
』
の
第
二
．
1
偶
は
「
行
く
」
と
い
う
動
作
を
、
過
去
・
未
来
・
現
在
と
い
う
三
時
に
分
け
て

考
察
す
る
。
過
去
に
「
行
く
」
と
い
う
動
作
は
な
い
。
過
去
の
動
作
は
す
で
に
完
了
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
未
来
に
「
行
く
」
と
い
う
動
作
は
な
い
。
未
来
の
動
作
は
ま
だ
発
生
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
現
在
に
も
「
行
く
」
と
い
う
動
作
は
な
い
。
こ
れ
を
「
現
に
行
き
つ
つ
あ
る
も
の
は
行
か
な
い
」

と
い
う
逆
説
的
な
表
現
を
用
い
て
論
じ
る
。
「
現
に
行
き
つ
つ
あ
る
」
と
い
う
表
現
は
す
で
に
「
行
く
」
と

い
う
動
作
を
含
ん
で
い
る
。
も
し
仮
に
「
現
に
行
き
つ
つ
あ
る
も
の
が
行
く
」
と
す
れ
ば
、
二
つ
の
「
行

く
」
と
い
う
動
作
を
含
む
こ
と
に
な
る
。
「
行
き
つ
つ
あ
る
」
と
い
う
動
作
と
、
「
行
く
」
と
い
う
動
作
の

二
つ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
言
語
表
現
と
し
て
正
し
く
は
な
い
。
言
葉
と
し
て
自
家
撞
着
し
て
い

る
。
従
っ
て
「
行
く
も
の
」
は
決
し
て
「
行
く
」
こ
と
は
な
い
、
と
龍
樹
は
論
じ
る
。
『
中
黒
』
第
二
章
の

第
一
偶
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

1
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巳
去
ハ
無
レ
シ
有
レ
ル
コ
ト
去
　
　
未
去
モ
亦
タ
無
レ
シ
去

二
二
レ
テ
已
去
ト
図
工
価
ト
ヲ
　
　
去
時
モ
亦
タ
無
レ
シ
去

（
大
正
三
〇
ニ
暗
主
）
（
『
中
本
』
巻
一
）

　
わ
れ
わ
れ
は
通
常
何
の
疑
問
も
な
く
「
行
く
も
の
は
行
く
」
と
考
え
る
。
し
か
し
、
言
葉
の
内
容
を
詳

し
く
見
れ
ば
、
言
語
表
現
は
矛
盾
に
満
ち
て
い
る
。
言
葉
に
よ
っ
て
表
現
し
う
る
内
容
に
は
限
界
が
あ
る
。

龍
樹
は
「
去
時
亦
墨
池
」
と
い
う
五
文
字
に
よ
っ
て
言
語
表
現
の
限
界
を
明
示
し
た
。
龍
樹
が
言
語
表
現

の
問
題
を
取
り
あ
げ
る
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
諸
法
空
」
を
明
か
そ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
過
去
・
　
　
1
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

未
来
・
現
在
の
三
時
に
動
作
が
あ
れ
ば
、
有
部
の
い
う
諸
法
は
存
在
す
る
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し

か
し
、
三
時
に
お
い
て
動
作
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
「
一
切
法
は
空
で
あ
る
」
と
龍
樹
は
説
こ
う

と
し
て
い
る
。
「
世
間
の
眼
見
三
」
は
矛
盾
に
満
ち
て
い
る
。

　
嘉
祥
大
師
は
約
教
の
要
諦
と
い
う
考
え
方
に
よ
っ
て
龍
樹
の
直
観
を
さ
ら
に
明
確
な
形
に
し
て
表
現
し

た
。
真
諦
も
俗
諦
も
共
に
理
性
を
説
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
言
語
表
現
は
限
界
を
も
っ
て
い
る

の
で
、
言
語
に
よ
っ
て
理
性
を
説
き
明
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
言
語
の
役
割
は
理
性
の
存
在
す
る
方
向

を
示
す
こ
と
に
あ
る
。
真
諦
も
俗
諦
も
言
説
で
し
か
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
こ
の
言
説
は
、
衆
生
に
理
性



の
存
在
す
る
方
向
を
指
し
示
す
教
諦
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
世
法
・
真

諦
と
い
う
所
依
の
二
諦
が
あ
れ
ば
、
仏
法
の
理
性
に
つ
い
て
語
る
契
機
に
な
り
う
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
広
く
現
実
の
姿
を
見
る
と
、
す
べ
て
の
衆
生
が
「
所
依
の
二
諦
」
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
世
間
に
生
ま
れ
た
多
く
の
衆
生
は
、
諸
法
に
つ
い
て
も
実
相
に
つ
い
て
も
考
え
を
め
ぐ
ら
す
こ

と
は
な
い
。
仏
・
如
来
は
凡
夫
に
語
り
か
け
る
所
依
を
持
つ
こ
と
が
な
く
、
能
依
と
し
て
の
教
え
を
発
動

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
一
方
に
お
い
て
、
仏
縁
を
得
て
仏
説
に
心
を
引
か
れ
る
衆
生
が
存
在
す
る
。
こ

れ
ら
の
衆
生
は
嘉
祥
大
師
が
説
く
所
依
の
二
諦
を
心
に
抱
く
も
の
と
な
り
、
仏
・
菩
薩
が
能
依
の
二
諦
を

は
た
ら
か
せ
る
対
象
と
な
る
。
堅
磐
の
年
篭
を
は
た
ら
か
せ
て
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
は
、
甚
深
の
仏
法

を
得
た
も
の
に
課
せ
ら
れ
た
平
他
の
は
た
ら
き
で
あ
る
。
こ
の
と
き
真
諦
・
俗
諦
は
衆
生
済
度
の
手
段
で

あ
る
こ
と
を
嘉
祥
大
師
は
教
え
て
い
る
。
二
諦
は
仏
法
の
真
実
義
に
向
き
合
っ
た
と
き
に
説
か
れ
る
、
言

説
の
役
割
を
担
う
に
す
ぎ
な
い
。

1
6
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正
道
ハ
未
ニ
ア
ー
フ
ズ
曾
テ
眞
・
俗
一
二
。
爲
ニ
ノ
衆
生
一
ノ
故
二
作
ニ
シ
テ
眞
・
俗
ト
ィ
ウ
面
一
ヲ
説
ク
。
故
二
盛
土
テ
眞
・

俗
一
ヲ
爲
レ
ス
教
ト
。
此
レ
ハ
是
レ
望
ニ
メ
テ
正
道
一
二
爲
レ
ス
ナ
リ
言
ヲ
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
二
・
二
八
下
）
（
『
中
観
論
疏
』
巻
二
・
末
）



　
嘉
祥
大
師
は
有
所
得
の
思
想
を
破
斥
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
こ
に
説
か
れ
た
「
所
依
の
二
諦
」
「
準

依
の
二
諦
」
と
い
う
考
え
方
に
滞
留
す
る
こ
と
を
も
排
除
す
る
。
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
あ
っ
て
も
、
そ

れ
ら
に
固
執
す
る
と
き
、
「
定
性
」
「
有
所
得
」
の
考
え
方
に
な
っ
て
、
躍
動
的
な
考
え
方
か
ら
は
離
れ
て

い
く
、
と
嘉
祥
大
師
は
説
い
て
い
る
。

第
四
項
　
於
諦
の
得
と
失

1
7
2

　
「
語
聾
」
は
仏
の
教
え
で
あ
る
か
ら
常
に
真
実
で
あ
っ
て
虚
妄
は
含
ま
れ
て
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
「
於
諦
」

に
は
得
・
失
（
悟
・
迷
）
が
あ
り
、
得
失
に
つ
い
て
三
つ
の
視
点
が
あ
る
、
と
玄
叡
の
『
大
義
砂
』
巻
一
は

説
い
て
い
る
。

　
　
第
一
は
、
凡
夫
の
「
有
」
も
聖
人
の
「
空
」
も
共
に
得
と
み
る
。

　
　
第
二
は
、
ニ
ノ
色
ハ
未
ニ
ァ
ー
フ
ズ
曾
テ
空
ト
與
一
レ
ト
ニ
有
」
（
大
正
七
〇
・
一
二
七
上
）
と
い
う
仏
の
立
場
か
ら
み

　
　
て
、
凡
の
有
も
聖
の
空
も
共
に
失
と
み
る
。



　
　
第
三
は
、
「
ま
た
は
得
、
ま
た
は
失
」
と
い
う
。
第
三
の
視
点
は
さ
ら
に
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
そ
の
ひ
と
つ
は
「
凡
流
相
望
の
義
」
と
い
わ
れ
、
凡
夫
の
有
は
失
で
あ
る
が
、
聖
人
の
空
は
得

　
　
　
　
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
そ
の
第
二
は
、
「
大
小
相
望
の
義
」
と
い
わ
れ
、
聖
人
の
な
か
で
も
大
聖
の
空
は
得
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
小
聖
の
空
は
得
と
は
い
い
な
が
ら
大
聖
の
得
に
望
め
ば
な
お
失
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
得
失
の
三
義
の
中
で
『
大
義
砂
』
は
第
一
の
「
凡
聖
皆
得
の
義
」
を
正
論
と
考
え
る
。
於
諦

は
仏
・
菩
薩
の
説
法
の
依
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
凡
聖
共
に
得
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
教
え
る
。

所
依
ノ
於
諦
二
。
凡
ソ
有
ニ
リ
三
義
一
。
一
ニ
ハ
皆
ナ
得
ノ
義
ナ
リ
。
謂
ク
有
下
弓
レ
テ
凡
二
實
ナ
レ
バ
。
於
レ
テ
ハ
凡
二

稻
レ
ス
得
ト
。
空
ハ
於
レ
テ
聖
二
實
ナ
レ
バ
。
於
レ
テ
ハ
聖
二
名
レ
ク
得
ト
。

日
直
ハ
皆
ナ
失
ノ
義
ナ
リ
。
謂
ク
ー
ノ
色
ハ
詩
病
Z
フ
ズ
曾
テ
空
ト
與
一
レ
ト
ニ
有
。
空
有
ノ
ニ
諦
ハ
。
出
レ
デ
タ
リ
自
ニ
リ

雨
情
一
。
故
二
云
ニ
フ
皆
ナ
失
一
ト
。
（
中
略
）

三
ニ
ハ
亦
石
室
得
ニ
シ
テ
亦
タ
ハ
失
ノ
義
ナ
リ
。
此
レ
ニ
有
ニ
リ
ニ
義
一
。
一
日
占
者
凡
・
聖
平
壌
ノ
之
義
ナ
リ
。
謂
ク
凡

夫
ノ
有
ハ
。
名
レ
ケ
テ
之
ヲ
爲
レ
シ
失
ト
。
聖
ノ
空
買
稻
レ
ス
得
ト
。
（
中
略
）
ニ
ニ
ハ
者
大
・
小
相
望
ノ
子
君
ナ
リ
。
謂

ク
大
聖
ノ
空
虚
。
稻
レ
シ
テ
之
ヲ
爲
レ
シ
得
ト
。
小
聖
ノ
之
空
ハ
謂
レ
テ
之
ヲ
爲
レ
ス
得
ト
。
小
聖
ノ
空
空
二
。
亦
タ
得
ア

1
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リ
亦
タ
失
ア
リ
。
上
白
望
曲
言
バ
大
聖
噌
二
。
名
レ
ケ
テ
之
ヲ
爲
レ
ス
失
ト
。
下
一
章
ニ
ド
レ
バ
凡
夫
一
二
。
號
レ
シ
テ
之
ヲ
爲

レ
ス
得
ト
。
而
シ
テ
今
ハ
但
ダ
取
レ
ル
初
ヲ
。
皆
ナ
得
ノ
義
ニ
シ
テ
而
シ
テ
爲
ニ
ス
所
依
一
ト
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
七
〇
・
一
二
七
上
）
（
『
大
義
砂
』
巻
一
）

　
嘉
祥
大
師
は
『
二
諦
義
』
巻
上
に
お
い
て
、
於
諦
の
得
と
失
を
論
じ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
玄
叡
の
考

え
方
と
違
い
は
な
い
。
仏
の
説
法
の
依
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
凡
の
「
有
」
発
注
の
「
空
」
は
、
何
は
と
も
あ

れ
真
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1
9
2

有
ハ
於
レ
テ
凡
二
實
ナ
リ
。
空
ハ
於
レ
テ
聖
二
實
ナ
リ
。
是
ノ
ニ
ハ
皆
ナ
實
ナ
リ
。
諸
佛
ハ
依
ニ
テ
此
ノ
ニ
ノ
實
一
二
説
レ
ク

法
ヲ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
七
八
中
）
（
『
二
諦
義
』
巻
上
）

　
し
か
し
、
凡
夫
の
有
と
聖
人
の
空
を
並
べ
て
み
る
と
、

聖
の
空
は
瞑
想
を
経
た
到
達
点
で
あ
る
か
ら
得
で
あ
る
。

凡
の
有
は
仏
法
と
し
て
明
ら
か
に
失
で
あ
り
、

此
ノ
有
望
謂
レ
フ
無
二
有
ナ
リ
。
此
ノ
空
ハ
眞
解
ノ
空
ナ
リ
。
謂
レ
フ
三
二
有
ヲ
爲
レ
シ
失
ト
。
眞
二
解
ス
空
ヲ
爲
レ
ス
得
ト
。



（
大
正
四
五
・
八
六
下
）
（
『
二
諦
義
』
巻
上
）

　
と
こ
ろ
が
、
凡
・
聖
の
有
・
空
は
い
ず
れ
も
有
・
空
に
と
ら
わ
れ
る
定
性
の
有
・
空
で
あ
っ
て
、
深
仏

法
の
と
ら
わ
れ
の
な
い
境
地
か
ら
離
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
究
極
的
に
は
打
破
さ
れ
る
べ
き
思
考
で
あ
っ

て
い
ず
れ
も
失
で
あ
る
。
求
め
る
べ
き
深
仏
法
の
境
地
は
自
在
で
躍
動
的
な
「
因
縁
の
空
有
」
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

此
ノ
之
空
有
ハ
。
悉
ク
須
ニ
シ
洗
破
一
ス
。
無
ニ
シ
如
レ
ク
ノ
此
ノ
有
一
。
無
ニ
シ
如
レ
ク
ノ
此
ノ
空
一
。
皇
霊
洗
浮
シ
テ
。

占
守
テ
得
レ
ル
明
ニ
ス
コ
ト
ヲ
因
縁
ノ
空
有
一
ヲ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
八
七
上
）
（
『
二
諦
義
』
巻
上
）

2
0
2

　
教
諦
は
常
に
真
実
で
あ
っ
て
虚
妄
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

を
持
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
於
諦
は
得
の
側
面
と
失
の
側
面
と

第
五
項
　
三
諦
の
破
斥



　
仏
・
菩
薩
は
衆
生
を
甚
深
の
仏
法
に
導
く
た
め
に
、
所
依
の
於
諦
を
依
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
教
諦
を
説

く
。
と
こ
ろ
が
、
於
諦
・
教
諦
も
ま
た
相
対
的
な
概
念
で
あ
っ
て
、
非
有
非
難
の
不
二
か
ら
は
離
れ
て
い

る
。
仏
・
菩
薩
が
運
筆
・
教
諦
を
説
く
の
は
、
世
間
に
住
し
て
い
る
有
所
得
の
衆
生
を
無
所
得
の
世
界
に

導
く
た
め
の
仮
の
教
法
に
す
ぎ
な
い
。

　
三
論
宗
は
無
所
得
を
重
視
す
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
「
約
教
の
二
型
」
や
「
教
諦
」
に
執
着
す
る
と
き

に
は
、
そ
れ
は
「
有
所
得
・
定
性
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
学
食
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
約
教
の
野

鼠
」
も
「
教
諦
」
も
本
来
的
に
無
所
得
の
は
た
ら
き
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
甚
深
の
仏
法
は
、
真
と
か
　
　
2
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

俗
と
か
、
教
と
か
理
と
か
に
偏
し
て
は
い
な
い
。
も
し
末
学
の
も
の
が
「
教
」
に
執
着
し
て
い
る
と
き
、

彼
ら
は
「
教
」
と
い
う
「
見
」
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
。
「
見
」
に
と
ら
わ
れ
た
言
説
や
理
解
は
正
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

至
道
ハ
未
二
Z
フ
ズ
曾
テ
眞
・
俗
一
二
。
即
チ
末
學
ノ
者
ハ
遂
二
軍
ニ
テ
ニ
諦
ヲ
是
レ
教
一
ト
。
還
テ
是
レ
投
レ
ジ
語
ヲ
作

レ
ス�
秩
B
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
二
．
二
八
下
）
（
『
中
観
論
疏
』
巻
二
．
末
）



　
二
途
を
「
理
」
と
す
る
考
え
方
を
理
に
偏
し
た
「
理
見
」
と
名
づ
け
る
。
一
方
、
三
論
宗
の
教
理
を
知

っ
て
、
二
黒
を
「
教
」
と
の
み
考
え
る
と
き
、
こ
れ
は
「
教
」
に
偏
し
た
「
黒
髪
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
。

仏
・
菩
薩
の
真
意
を
知
る
も
の
は
、
理
と
教
と
は
互
い
に
相
即
し
て
い
て
、
不
二
平
等
で
あ
る
と
知
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
階
二
諦
ヲ
是
レ
理
ト
ィ
フ
ハ
爲
ニ
ス
理
見
一
ト
。
無
二
諦
ヲ
爲
レ
ス
ハ
教
ト
復
タ
成
ニ
ス
教
見
一
ト
。
若
シ
得
レ
ル
意

ヲ
者
霊
境
ト
之
與
レ
ト
教
皆
ナ
無
レ
シ
妨
ゲ
也
。
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
二
・
二
八
下
）
（
『
中
観
論
詰
』
二
二
・
末
）

2
2
2

　
仏
・
如
来
は
二
業
を
教
と
し
て
用
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
智
慧
に
よ
っ
て
照
ら
さ
れ
る
境
と
呼
ぶ

こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
真
実
に
は
二
諦
は
境
と
か
教
と
か
に
か
た
よ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
時
に
応
じ

て
自
由
に
使
い
分
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
も
教
や
境
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
由
に
自

在
に
時
に
応
じ
て
二
諦
の
理
の
側
面
と
教
の
側
面
を
理
解
し
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

如
來
愚
説
ニ
ク
ガ
ニ
諦
一
ヲ
故
二
。
二
士
ヲ
爲
レ
ス
教
ト
。
如
來
ハ
照
ニ
ス
ニ
三
一
ヲ
。
即
チ
ニ
諦
ヲ
爲
レ
ス
境
ト
。
然
ル

ニ
ニ
諦
ハ
未
二
Z
フ
ズ
曾
テ
境
ト
教
一
ト
ニ
。
適
レ
ウ
テ
時
二
而
モ
用
レ
フ
之
ヲ
。



（
大
正
四
二
・
二
九
上
）
（
『
中
観
論
疏
』
巻
二
・
末
）

　
三
論
宗
は
「
聖
教
の
愛
慕
」
を
説
き
、
「
於
諦
・
教
諦
」
と
い
う
教
義
を
確
立
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

に
固
執
す
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
「
教
見
」
に
陥
っ
て
有
所
得
の
者
に
な
っ
て
し
ま
う
。
嘉
祥
大
師
は
有

所
得
の
境
地
を
排
除
す
る
た
め
に
、
み
ず
か
ら
の
教
義
を
も
絶
対
的
な
も
の
と
み
る
こ
と
は
な
い
。
『
中
観

論
疏
』
は
わ
れ
わ
れ
に
「
教
見
」
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
と
教
え
て
い
る
つ
自
在
で
創
造
的
な
瞑
想
こ
そ
三

論
宗
の
宗
義
な
の
で
あ
っ
て
、
「
教
諦
」
と
い
う
考
え
方
も
そ
こ
に
住
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

2
3
2

第
三
節
　
迷
い
と
悟
り

第
一
項
通
迷
の
於
諦
と
別
迷
の
於
諦

　
二
巴
は
「
所
依
の
於
諦
」
と
は
別
に
「
迷
教
の
於
諦
」
と
い
う
観
点
か
ら
も
分
析
さ
れ
る
。
所
依
の
於

諦
に
は
得
失
の
両
面
が
認
め
ら
れ
た
が
、
「
迷
界
の
於
諦
」
は
迷
い
の
み
で
悟
り
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。



此
レ
則
チ
側
聞
リ
ニ
種
ノ
於
諦
扁
。
一
個
ハ
者
所
依
ノ
於
諦
。
ニ
ニ
ハ
気
迷
教
ノ
於
諦
ナ
リ
。
所
依
ノ
於
諦
ハ
。
有
レ

リ
得
有
レ
リ
失
。
景
教
ノ
主
星
ハ
。
ニ
ハ
皆
ナ
是
レ
失
ナ
リ
。
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
七
九
中
）
（
『
二
石
塁
』
巻
上
）

　
於
諦
の
「
迷
い
」
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
と
、
「
迷
い
」
に
は
「
通
迷
」
と
「
別
迷
」
と
い
う
二
つ
の
概
念

が
含
ま
れ
て
い
る
。
「
通
迷
」
と
は
凡
夫
の
有
と
聖
人
の
空
と
は
、
仏
の
眼
か
ら
み
れ
ば
共
に
迷
い
で
あ
る

こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
は
諸
仏
・
菩
薩
の
説
法
を
聞
く
以
前
に
凡
・
聖
が
抱
い
て
い
た
思
想
で
あ
り
、

諸
仏
・
菩
薩
か
ら
み
れ
ば
共
に
迷
い
に
す
ぎ
な
い
。

2
4
2

言
ニ
フ
ハ
通
・
別
一
ト
者
。
所
依
ノ
蓋
置
ハ
則
チ
通
〔
迷
〕
ナ
リ
。
説
教
ノ
於
諦
ハ
則
チ
別
〔
迷
〕
ナ
リ
。
所
依
ノ

於
諦
ヲ
通
〔
迷
〕
ト
ィ
フ
聖
者
。
世
間
ハ
顛
倒
シ
謂
レ
フ
有
ト
。
於
ニ
テ
世
間
一
二
是
レ
實
ナ
レ
バ
爲
ニ
ス
世
諦
一
ト
。
諸

ノ
賢
聖
ハ
眞
二
知
ニ
テ
顛
倒
ノ
選
一
ヲ
空
ヲ
爲
ニ
ス
第
一
義
諦
一
ト
。
此
ノ
之
二
諦
（
通
迷
）
ハ
通
ニ
ズ
一
切
ノ
蓋
置
一
二
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
七
九
中
）
（
『
二
諦
義
』
巻
上
）

「
別
迷
」
と
は
諸
仏
の
説
法
を
聞
い
た
後
に
お
い
て
も
、
な
お
有
・
空
に
執
着
し
て
非
有
非
無
の
不
二



に
目
ざ
め
な
い
凡
・
聖
の
頑
な
な
迷
い
を
指
し
て
い
る
。
彼
ら
は
諸
仏
の
真
意
を
理
解
で
き
な
い
「
無
方

便
」
の
も
の
で
し
か
な
い
。
一
方
、
仏
の
説
法
を
聞
い
て
有
と
無
の
「
不
二
」
を
悟
る
も
の
は
「
有
方
便
」

の
も
の
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
彼
ら
は
迷
い
を
離
れ
悟
り
の
境
地
に
入
る
の
で
、
「
通
迷
」
や
「
別
製
」
と
い

う
範
疇
を
飛
び
出
し
て
い
る
。
「
有
方
便
」
の
も
の
に
お
い
て
「
於
諦
」
は
「
教
諦
」
に
転
回
す
る
。

言
ニ
フ
ハ
迷
教
ノ
於
諦
ヲ
別
〔
迷
〕
一
ト
者
。
早
喰
ハ
説
ニ
ヒ
テ
有
無
ノ
ニ
諦
一
ヲ
。
爲
二
表
ニ
ワ
ス
不
ニ
ノ
之
〔
中
〕

道
一
ヲ
。
有
方
便
ノ
者
ハ
。
聞
レ
イ
テ
ニ
ヲ
悟
ニ
ル
不
二
一
ヲ
。
識
レ
リ
理
ヲ
悟
レ
ル
ヲ
教
ヲ
名
門
ク
教
書
一
ト
。
無
方
便

ノ
者
ハ
。
聞
レ
イ
ー
ア
ニ
ヲ
住
レ
シ
ニ
ニ
。
不
レ
識
レ
ー
フ
理
ヲ
迷
レ
ウ
ヲ
教
二
名
ニ
ク
於
諦
一
ト
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
七
九
中
）
（
『
二
諦
義
』
巻
上
）

　
通
迷
は
そ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
蒙
昧
を
示
し
、
別
迷
は
そ
こ
に
陥
っ
て
は
な
ら
な
い
迷
い
の

境
地
を
説
き
明
か
し
て
い
る
。
嘉
祥
大
師
は
わ
れ
わ
れ
に
「
有
方
便
」
の
も
の
で
あ
れ
、
と
教
え
て
い
る
。

第
二
項
　
　
一
節
転
と
両
節
転



　
衆
生
は
仏
・
菩
薩
の
教
諦
を
正
し
く
受
け
と
め
て
修
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
有
方
便
」
の
も
の
に
な

る
こ
と
が
で
き
る
。
諸
仏
・
菩
薩
は
凡
聖
の
於
諦
を
借
り
て
教
諦
を
説
き
、
凡
聖
を
甚
深
の
仏
法
に
導
こ

う
と
す
る
。
『
二
戸
義
』
巻
中
は
有
方
便
の
も
の
に
対
す
る
教
化
の
過
程
を
、
「
一
節
転
」
「
両
節
転
」
と
い

う
二
段
階
に
分
け
て
説
い
て
い
る
。

　
教
化
の
第
一
段
階
は
凡
夫
の
教
化
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
一
節
転
」
と
い
う
。
凡
夫
が
信
じ
る
「
一
切
世

間
は
有
」
と
い
う
於
諦
を
依
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
諸
仏
・
菩
薩
は
「
有
は
実
に
は
有
で
は
な
く
非
有
」
で

あ
る
と
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
凡
夫
に
「
空
」
を
教
え
る
。

2
6
2

一
節
縛
ト
ハ
者
。
説
レ
ク
ハ
有
ト
於
レ
テ
凡
二
是
レ
諦
ナ
リ
。
説
レ
ク
ハ
空
ト
於
レ
テ
聖
二
是
レ
諦
ナ
リ
。
作
ニ
ス
コ
ト
ハ
如
レ

キ
此
ノ
説
一
ヲ
者
。
令
ニ
メ
ン
ト
ナ
リ
衆
生
ヲ
シ
テ
轄
レ
ジ
テ
有
ヲ
入
一
レ
ー
フ
空
二
。
（
中
略
）

今
ハ
説
ニ
ク
此
ノ
有
ハ
於
レ
テ
凡
二
是
レ
有
一
ナ
リ
ト
。
若
シ
知
孔
フ
バ
専
一
於
レ
テ
凡
二
是
レ
有
一
ナ
リ
ト
。
即
チ
知
ニ
ル
此
ノ

有
ハ
非
一
レ
Z
フ
ズ
ト
有
二
。
斯
レ
則
チ
因
レ
テ
有
二
悟
ニ
ル
ナ
リ
不
有
一
ヲ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
九
三
中
）
（
『
二
諦
義
』
巻
中
）



　
「
両
節
奏
」
と
は
凡
夫
・
聖
人
の
両
者
の
教
化
の
こ
と
を
い
い
、
凡
・
聖
の
有
・
無
を
転
じ
て
仏
・
菩

薩
の
「
非
有
非
無
の
不
二
」
に
導
き
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
有
無
の
「
二
」
と
い
う
於
諦
を
依
り
ど
こ
ろ

と
し
て
、
「
不
二
」
す
な
わ
ち
「
因
縁
仮
名
四
の
二
」
を
教
え
る
こ
と
で
あ
る
。

爾
節
轄
ト
ハ
者
。
愚
心
ク
有
畑
於
ヒ
ァ
凡
二
是
レ
實
一
ナ
リ
ト
。
封
ニ
シ
ー
ア
有
ハ
楚
レ
ー
ア
凡
二
是
レ
實
一
ナ
ル
ニ
。
稀
薄
ク
ヲ
空

ハ
於
レ
テ
聖
二
是
レ
實
一
ナ
リ
ト
名
ニ
ク
ニ
ノ
基
肥
一
ト
。
既
二
時
ニ
ケ
バ
空
有
内
於
レ
テ
縁
（
凡
・
聖
）
二
二
一
ナ
リ
ト
。
即
チ

知
ニ
ル
於
〔
諦
〕
ノ
ニ
ハ
不
二
一
ナ
リ
ト
。
説
ニ
ク
ハ
於
〔
諦
〕
ノ
ニ
ー
ヲ
顯
ニ
サ
ン
ト
ナ
リ
不
二
一
ヲ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
九
三
中
）
（
『
二
諦
義
』
巻
中
）
　
　
　
2
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
嘉
祥
大
師
は
一
節
転
・
七
節
転
を
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
か
ら
空
へ
、
そ
し
て
、
空
か
ら
非
有
非
望

の
不
二
と
い
う
仏
法
の
真
実
義
に
、
衆
生
を
導
き
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
空
・
有
を
超
え
た
非
有
三
半

の
境
地
を
不
二
中
道
と
も
名
づ
け
る
。
こ
れ
は
世
諦
の
「
有
」
と
真
諦
の
「
空
」
に
滞
ら
な
い
境
地
で
あ

り
、
自
由
で
自
在
な
悟
り
の
世
界
で
あ
る
。
こ
の
時
、
世
諦
と
真
諦
と
は
互
い
に
依
り
あ
っ
て
、
衆
生
を

甚
深
の
仏
法
に
導
く
手
段
と
な
る
。
嘉
祥
大
師
が
二
迷
論
を
説
き
、
於
諦
・
要
諦
と
い
う
教
義
を
設
定
す

る
の
は
、
世
諦
・
真
諦
と
い
う
修
行
途
上
の
境
地
か
ら
衆
生
を
飛
躍
さ
せ
、
仏
法
の
甚
深
の
境
地
に
開
覚



さ
せ
る
た
め
の
手
立
て
で
あ
る
。
一
節
転
・
両
節
転
と
い
う
考
え
方
は
嘉
祥
大
師
の
独
創
で
あ
っ
て
、

の
教
学
に
は
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

他

第
三
項
　
於
諦
・
教
諦
と
他
宗
の
教
学

　
於
諦
・
教
諦
と
他
宗
の
教
学
と
の
関
係
を
考
察
し
た
い
。
於
諦
・
教
諦
は
三
論
宗
に
特
徴
的
な
教
義
で

あ
る
た
め
に
、
類
似
の
教
義
を
見
い
だ
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
幾
分
な
り
と
も
類
似
点
を
持
つ
教
義
　
　
2
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

を
探
し
て
み
た
。

〈
そ
の
1
　
対
機
説
法
と
の
関
係
〉

　
対
気
説
法
と
は
教
え
を
う
け
る
機
根
に
あ
わ
せ
て
、
仏
法
を
説
き
衆
生
を
導
く
こ
と
を
い
う
。
教
え
を

受
け
る
機
根
に
あ
わ
せ
て
法
を
説
く
点
に
お
い
て
、
於
諦
に
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
仏
法
を
説
き
衆
生
を

導
く
点
に
お
い
て
、
冊
封
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
一
方
に
お
い
て
三
論
宗
の
於
諦
は
、
真
諦
・
俗
諦
を



説
法
の
依
り
ど
こ
ろ
と
す
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
対
機
説
法
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま

た
三
論
宗
の
教
諦
は
、
単
に
衆
生
に
法
を
施
す
こ
と
を
意
図
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
真
理
の
方
向
を
明
確

に
指
し
示
し
、
衆
生
を
悟
り
に
導
く
こ
と
を
明
瞭
な
目
的
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
豊
満
説
法
と
は
異

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
三
論
宗
の
教
義
は
高
度
に
論
理
化
さ
れ
て
い
る
点
で
名
機
説
法
と
異
な
っ
て

い
る
が
、
衆
生
を
機
根
に
あ
わ
せ
て
済
度
し
よ
う
と
す
る
意
図
に
お
い
て
共
通
の
も
の
を
持
っ
て
い
る
。

〈
そ
の
2
　
四
悉
檀
と
の
関
係
〉

2
9
2

　
四
囲
檀
は
『
大
智
度
論
』
巻
一
に
説
か
れ
、
中
国
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
『
大
智
度
論
』
に
も
と
づ
い
て
、
於
諦
・
教
諦
と
の
関
係
を
考
察
し
て
み
た
い
。
悉
檀
と
は
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
の
⑦
嵐
自
ぎ
冨
の
音
写
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
は
「
確
立
さ
れ
た
結
論
」
「
実
証
さ
れ
た
真
理
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
四
悉
檀
と
は
、
四
つ
の
確
立
さ
れ
た
真
理
を
指
し
て
い
る
。
『
大
智
度
論
』

巻
一
は
、
世
界
悉
檀
・
各
各
為
人
悉
檀
・
退
治
亡
母
・
第
一
義
悉
檀
と
い
う
四
つ
の
確
立
さ
れ
た
真
理
を

あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
仏
説
を
仮
に
四
つ
の
視
点
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
衆
生
を
真

理
に
導
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
て
、
そ
の
内
容
に
相
違
と
か
矛
盾
と
か
は
存
在
し
な
い
。



　
第
一
の
世
界
悉
檀
は
、
世
間
の
考
え
方
に
随
順
し
て
、
五
纏
が
因
縁
和
合
す
る
た
め
に
世
間
の
人
や
物

が
あ
る
と
説
く
仏
説
の
こ
と
を
い
う
五
。
こ
の
仏
説
は
世
間
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
真
理
に
な
っ
て
い
る

の
で
世
界
悉
檀
と
い
う
。
世
間
の
考
え
方
に
随
順
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
三
論
宗
の
怨
讐
に
共
通
す

る
も
の
が
あ
り
、
法
を
説
く
と
い
う
点
は
教
諦
と
同
じ
考
え
方
で
あ
る
。

　
第
二
の
各
各
為
人
悉
檀
と
は
、
世
間
に
は
断
見
を
抱
く
も
の
が
あ
り
、
常
見
を
抱
く
も
の
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
悪
見
の
も
の
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
説
き
方
で
真
理
の
方
向
を
示
し
、
悟
り
に
導
く
こ
と

を
い
う
六
。
こ
の
仏
説
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
悪
見
の
も
の
を
教
化
す
る
た
め
に
、
確
立
さ
れ
た
真
理
に
な
っ

て
い
る
の
で
各
各
為
人
黒
檀
と
名
づ
け
る
。
各
人
の
再
見
に
対
応
し
て
教
を
説
く
点
に
お
い
て
於
諦
に
通
　
　
3
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

ず
る
も
の
が
あ
り
、
真
理
を
指
し
示
し
て
悟
り
に
導
く
と
い
う
点
は
教
諦
と
同
じ
考
え
方
で
あ
る
。

　
第
三
の
退
治
悉
檀
と
は
、
病
に
応
じ
て
薬
を
施
す
よ
う
に
、
貧
欲
・
瞑
志
・
愚
痴
な
ど
と
い
う
心
の
病

の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
を
退
治
す
る
説
法
の
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
七
。
心
の
病
に
対
し

て
そ
れ
を
退
治
す
る
説
法
が
確
定
し
て
い
る
の
で
退
治
悉
檀
と
い
う
。
各
人
の
心
の
病
に
対
応
す
る
点
に

お
い
て
於
諦
に
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
適
切
な
方
を
説
く
点
に
お
い
て
教
諦
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

　
第
四
の
第
一
義
悉
檀
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
邪
見
・
非
仏
説
に
対
し
て
、
第
一
義
諦
を
説
き
、
あ
や
ま
れ
る

衆
生
を
仏
法
の
悟
り
に
導
く
こ
と
を
い
う
八
。
あ
ら
ゆ
る
邪
説
を
破
斥
す
る
に
は
、
第
一
義
諦
が
最
善
で



あ
る
と
確
定
し
て
い
る
の
で
、
第
一
義
悉
檀
と
名
づ
け
る
。
邪
説
を
破
斥
す
る
た
め
に
邪
説
を
依
り
ど
こ

ろ
と
せ
ず
、
第
一
義
諦
を
説
く
点
に
お
い
て
、
三
論
宗
の
於
諦
の
考
え
方
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ

る
衆
生
を
悟
り
に
導
こ
う
と
す
る
意
図
は
教
諦
と
同
一
で
あ
る
。

　
四
型
檀
と
い
う
教
義
は
、
三
論
宗
の
於
諦
・
教
諦
と
い
う
よ
う
な
明
確
な
意
図
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
教
義
の
内
容
に
は
、
於
諦
・
教
諦
と
類
似
の
思
想
が
潜
在
的
な
形
で
含

ま
れ
て
い
る
。
た
だ
第
一
義
尊
号
の
考
え
方
の
う
ち
に
は
、
於
諦
に
通
ず
る
思
想
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

〈
そ
の
3
　
聞
慧
・
聞
薫
習
と
の
関
係
〉

3
1
2

　
次
に
三
慧
の
う
ち
の
「
聞
慧
」
が
、
教
諦
と
同
じ
系
列
に
属
す
る
思
想
と
思
わ
れ
る
。
聞
慧
は
仏
説
を

聞
く
側
に
立
ち
、
教
諦
は
仏
説
を
説
く
側
に
立
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
仏
・
如
来
の
説
法
が
仏
教
の
根

本
と
考
え
て
い
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。
国
母
は
聞
・
思
・
修
の
重
要
性
を
強
調
す
る
が
、
三
論
宗
に
お

い
て
思
慧
・
修
慧
は
特
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
思
慧
・
修
慧
な
し
に
衆
生
が
正
見
に
達
す
る

こ
と
は
な
い
の
で
、
教
諦
は
お
の
ず
か
ら
思
慧
と
修
慧
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
イ
ン
ド
大
乗
の
中
で
は
唯
識
学
派
の
『
摂
大
乗
論
』
巻
上
が
聞
耳
と
類
似
の
「
法
界
等
流
の
又
聞
庶
女
」



と
い
う
考
え
方
を
説
い
て
い
る
。

〔
出
世
心
ハ
〕
從
ニ
リ
最
モ
清
浮
ナ
法
界
等
流
ノ
正
課
薫
習
ノ
種
子
一
二
所
レ
ー
フ
レ
ル
生
玉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
一
・
＝
二
六
下
）

（
『ﾛ
大
乗
論
』
巻
上
）

　
「
法
界
等
流
」
と
は
「
法
界
か
ら
流
出
し
た
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
一
具
体
的
に
は
仏
の
説
法
や
諸
経

典
に
よ
る
教
え
を
指
し
て
い
る
。
「
聞
薫
習
の
種
子
」
と
は
、
仏
説
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
種
子
が
清
浄
法

に
薫
習
さ
れ
、
「
出
世
心
」
を
生
み
だ
す
原
因
に
な
る
こ
と
を
い
う
。
三
論
宗
の
「
三
諦
」
と
い
う
思
想
は
、
　
　
3
2
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仏
説
の
重
要
性
を
強
調
す
る
点
に
お
い
て
、
「
聞
慧
」
や
「
聞
薫
習
」
と
共
通
の
思
想
に
立
っ
て
い
る
と
考

え
て
よ
い
。
唯
識
学
派
の
場
合
に
は
、
聞
薫
習
を
受
容
す
る
衆
生
側
の
依
り
ど
こ
ろ
は
『
無
漏
種
子
」
と

さ
れ
る
。
一
方
、
三
論
宗
に
お
い
て
衆
生
側
の
受
容
力
は
「
於
諦
」
で
あ
り
、
聞
蕪
習
の
思
想
と
は
異
な

っ
て
い
る
。

　
仏
・
菩
薩
は
三
聖
が
真
理
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
「
有
」
と
「
空
」
の
「
二
」
を
転
回
さ
せ
て
、
「
二
」

は
実
は
「
不
二
」
で
あ
る
と
教
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
悟
り
に
導
く
。
衆
生
の
誤
っ
た
考
え
方
を
転
回
さ
せ

て
、
仏
法
の
真
理
に
開
覚
さ
せ
る
と
い
う
教
義
は
、
唯
識
三
性
説
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
『
摂
大
乗
論
』



巻
上
の
「
二
分
依
他
」
に
よ
る
と
、
衆
生
が
持
つ
雑
染
分
の
法
は
依
他
言
性
の
上
で
清
浄
分
の
法
に
転
回

す
る
。
雑
染
分
の
法
は
遍
計
所
執
性
で
あ
り
、
清
浄
分
の
法
は
円
成
実
性
を
指
し
て
い
る
。

薄
伽
梵
ハ
説
下
キ
玉
エ
リ
法
二
有
ニ
リ
三
種
一
。
＝
ス
雑
染
分
。
ニ
ニ
ハ
清
三
分
。
三
ニ
丸
帯
ノ
ニ
聖
上
ナ
リ
ト
。
依
ニ

リ
テ
ヵ
何
ノ
君
民
一
二
作
要
素
ル
如
レ
キ
ノ
是
ノ
説
一
ヲ
。
於
ニ
テ
依
書
起
ノ
自
性
中
一
二
遍
計
所
執
ノ
自
性
一
塁
レ
雑
染

分
ナ
リ
。
圓
成
實
ノ
自
性
ハ
是
レ
清
心
分
ナ
リ
。
即
チ
依
他
起
ハ
是
レ
彼
ノ
ニ
分
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
一
・
一
四
〇
下
）
（
『
摂
大
乗
論
』
巻
上
）

3
3
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仏
法
の
悟
り
は
い
か
な
る
と
き
も
、
人
間
の
思
想
の
基
盤
の
転
回
を
伴
う
。
三
論
宗
は
於
諦
か
ら
注
脚

へ
の
転
回
に
よ
っ
て
基
盤
の
転
回
を
説
き
、
喩
伽
行
派
は
遍
計
所
執
性
か
ら
円
成
実
性
へ
の
転
回
に
よ
っ

て
基
盤
の
転
回
を
説
い
て
い
る
。

　
三
遍
は
「
修
慧
」
と
い
う
実
践
を
説
い
て
い
る
。
般
若
経
は
空
観
を
説
く
経
典
で
あ
る
。
唯
識
は
言

切
法
は
唯
識
で
あ
る
」
と
い
う
瞑
想
に
立
脚
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
修
慧
・
空
観
・
唯
識
観
と
い
う
観
法

が
、
開
悟
に
至
る
道
筋
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
三
論
宗
の
於
諦
・
教
諦
も
、
そ
の
本
質
と
し
て
は

自
力
の
観
法
を
説
い
て
い
る
。
仏
・
如
来
は
青
玉
に
よ
っ
て
最
高
の
真
理
に
至
る
道
筋
を
示
す
が
、
そ
れ



を
自
己
の
も
の
と
し
て
獲
得
す
る
の
は
、
凡
聖
の
瞑
想
と
い
う
修
行
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
有
と
無
と
は
不

二
で
あ
る
」
と
い
う
「
不
二
の
観
法
」
で
あ
る
。
三
論
教
学
の
目
標
は
「
不
二
の
観
法
」
に
も
と
づ
い
て
、

「
定
性
」
の
思
想
を
繰
り
か
え
し
否
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
衆
生
を
「
因
縁
仮
名
」
と
い
う
真
理
に
到
達

せ
し
め
る
こ
と
に
あ
る
。

　
非
有
有
無
の
不
二
も
究
極
的
な
真
理
で
あ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
嘉
祥
大
師
に
と
っ
て
そ
れ
は

二
義
的
な
問
題
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
大
切
な
の
は
既
存
の
有
ま
た
は
無
に
執
着
す
る
「
有
所
得
」
の
論

理
を
否
定
す
る
こ
と
に
あ
る
。
大
乗
仏
教
の
思
想
家
達
は
瞑
想
を
深
め
て
次
々
と
新
し
い
境
地
に
到
達
す

る
。
そ
の
境
地
も
実
は
究
極
の
真
理
に
至
る
ひ
と
つ
の
通
過
点
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
彼
ら
は
仮
に
自
分
　
　
3
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の
至
っ
た
境
地
を
最
勝
の
真
理
と
想
定
し
て
、
そ
こ
に
至
る
考
え
方
や
修
行
の
方
法
を
説
い
て
、
衆
生
を

そ
こ
に
導
く
論
理
を
構
築
す
る
。
嘉
祥
大
師
の
教
学
も
そ
の
よ
う
な
努
力
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
に
嘉
祥
大
師
は
『
中
論
』
を
依
り
ど
こ
ろ
と
し
、
『
中
論
』
を
嘉
祥
大
師
流
に
読
み
か
え
、
『
中
論
』
を

乗
り
越
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
境
地
を
開
拓
し
、
そ
こ
に
衆
生
を
導
き
入
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

第
四
項
　
三
論
宗
の
迷
悟
と
イ
ン
ド
初
期
大
乗
の
迷
悟



　
「
第
三
節
　
迷
い
と
悟
り
」
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
三
論
宗
に
説
か
れ
る
里
塚
と
イ
ン
ド
大
乗
仏
教

に
説
か
れ
る
迷
悟
を
と
り
ま
と
め
て
考
察
し
た
い
。

（
そ
の
1
　
三
論
宗
に
お
け
る
迷
悟
〉

　
三
論
宗
に
お
け
る
迷
悟
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
仏
・
菩
薩
の
誠
諦
を
学
ぶ
以
前
に
お
い
て
、
凡
夫
は

一
切
世
界
を
「
有
」
と
み
て
お
り
、
聖
人
は
こ
れ
を
「
空
」
と
み
て
い
る
。
仏
・
如
来
か
ら
み
れ
ば
有
・
　
3
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

空
は
不
充
分
な
心
境
で
あ
り
、
共
に
迷
い
の
境
界
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
通
達
」
と
い
う
。

　
言
ニ
フ
ハ
通
．
別
一
ト
者
。
所
依
ノ
於
諦
ハ
則
チ
通
〔
迷
〕
ナ
リ
。
迷
教
ノ
於
諦
ハ
則
チ
別
〔
迷
〕
ナ
リ
。
所
依
ノ

　
於
諦
ヲ
通
〔
迷
〕
ト
ィ
フ
ハ
者
。
世
間
ハ
顛
倒
シ
謂
レ
フ
有
ト
。
於
ニ
テ
世
間
一
二
是
レ
實
ナ
レ
バ
爲
ニ
ス
世
諦
一
ト
。
諸

　
ノ
賢
聖
ハ
眞
二
三
ニ
テ
顛
倒
ノ
二
一
ヲ
空
ヲ
爲
ニ
ス
第
一
義
諦
一
ト
。
此
ノ
之
二
三
ハ
通
ニ
ズ
一
切
ノ
凡
聖
一
二
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
七
九
中
）
（
『
二
諦
義
』
巻
上
）



　
仏
・
如
来
の
誠
諦
を
学
ん
だ
後
に
お
い
て
も
、
真
理
を
証
す
る
智
慧
を
持
た
な
い
「
無
方
便
」
の
も
の

は
、
仏
の
真
意
を
理
解
す
る
こ
と
な
く
、
な
お
有
・
空
に
執
着
し
て
迷
い
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

無
方
便
の
も
の
の
迷
い
を
「
別
迷
」
と
も
呼
ぶ
。
一
方
、
真
理
を
証
す
る
智
慧
の
あ
る
「
有
方
便
」
の
も

の
は
、
仏
の
誠
諦
を
学
ん
で
「
不
二
」
を
理
解
し
、
迷
い
を
離
れ
て
悟
り
の
境
地
へ
と
飛
躍
す
る
。

言
ニ
フ
ハ
三
教
ノ
於
諦
ヲ
別
〔
迷
〕
哺
ト
者
。
昇
騰
ハ
説
ニ
ヒ
テ
有
無
ノ
ニ
二
一
ヲ
。
爲
二
表
ニ
ワ
ス
不
ニ
ノ
之
〔
中
〕

道
一
ヲ
。
有
方
便
ノ
者
ハ
。
聞
レ
イ
テ
ニ
ヲ
悟
ニ
ル
不
二
一
ヲ
。
識
レ
リ
理
ヲ
悟
レ
ル
ヲ
教
ヲ
名
ニ
ク
要
諦
一
ト
。
無
方
便

ノ
者
ハ
。
聞
レ
イ
｝
ア
ニ
ヲ
住
レ
シ
三
。
不
識
レ
”
フ
理
ヲ
迷
レ
ウ
ヲ
教
二
名
ニ
ク
於
諦
一
ト
。
　
　
　
　
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
七
九
中
）
（
『
二
諦
義
』
巻
上
）

　
三
論
宗
に
お
い
て
は
、
仏
・
如
来
の
誠
諦
に
接
す
る
以
前
の
「
通
迷
」
の
衆
生
と
、
仏
・
如
来
の
誠
諦

に
接
し
て
な
お
仏
の
真
意
を
理
解
し
な
い
「
上
覧
」
の
衆
生
と
が
、
迷
い
の
衆
生
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
仏
・
如
来
の
曳
裂
に
接
し
て
甚
深
の
仏
法
を
証
し
た
「
有
方
便
」
の
も
の
が
悟
り
の
境
地
に
達

し
た
人
々
と
い
わ
れ
る
。
彼
ら
は
「
追
再
の
般
若
」
を
得
て
諸
法
実
相
を
体
得
し
た
人
々
で
あ
る
。



〈
そ
の
2
　
『
中
論
』
に
お
け
る
迷
悟
〉

　
次
に
『
中
垣
』
に
お
け
る
解
悟
を
考
え
て
み
た
い
。
龍
樹
は
部
派
仏
教
や
外
教
の
誤
っ
た
思
想
を
た
だ

す
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
論
法
を
用
い
て
二
切
出
空
」
を
説
き
続
け
る
。
そ
の
目
標
は
、
世
俗
に
お
け

る
言
説
を
可
能
な
か
ぎ
り
駆
使
し
て
、
人
々
を
第
一
義
諦
に
導
き
入
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
龍
樹
の
思

想
の
核
心
は
、
第
二
十
四
章
の
第
八
・
第
九
・
第
十
偶
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

諸
佛
ハ
依
ニ
テ
ニ
諦
㌔

一
二
ハ
以
ニ
テ
シ
世
俗
諦
一
ヲ

爲
ニ
ニ
衆
生
一
ノ
説
レ
ク
法
ヲ

ニ
ニ
ハ
第
一
義
諦
ナ
リ

若
シ
人
不
レ
ズ
ン
バ
能
レ
ワ
知
三
ル
コ
ト
　
　
分
二
別
ス
ル
ヲ
於
二
諦
一
ヲ

則
チ
於
ニ
テ
悪
善
法
一
二
　
　
　
　
　
不
レ
知
ニ
ラ
眞
實
義
㎝
ヲ

若
シ
不
レ
ズ
ン
バ
依
孔
フ
俗
諦
一
二

不
レ
ザ
レ
バ
得
二
第
一
義
一
ヲ

不
レ
得
二
第
一
義
一
ヲ

則
チ
不
レ
得
二
欝
血
聚
一
ヲ

（
第
二
四
・
8
偶
）
（
大
正
三
〇
・
三
二
下
）

（
第
二
四
・
9
偶
）
（
大
正
三
〇
・
三
二
下
）

（
第
二
四
・
1
0
偶
）
（
大
正
三
〇
・
三
三
上
）

3
7
2



第
一
義
諦
を
正
し
く
分
別
で
き
な
い
も
の
は
、

て
青
目
は
次
の
よ
う
な
長
行
を
添
え
て
い
る
。

仏
法
を
証
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
第
九
偶
に
対
し

諸
佛
ハ
依
ニ
リ
テ
是
ノ
ニ
諦
一
二
。
而
モ
爲
ニ
ニ
衆
生
一
ノ
説
レ
ク
法
ヲ
。
若
シ
人
が
不
㌧
バ
能
三
ワ
如
實
二
分
二
別
ス
ル

コ
ト
ニ
諦
一
ヲ
。
則
チ
於
ニ
テ
甚
深
ノ
佛
法
一
二
。
不
レ
知
一
㌔
フ
實
義
一
ヲ
。
　
（
大
正
三
〇
・
三
二
下
）
（
『
中
戸
』
巻
四
）

　
こ
の
よ
う
に
、
『
中
砂
』
に
お
い
て
「
迷
い
」
と
は
、
「
第
一
義
・
空
」
を
証
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ

と
で
あ
り
、
「
悟
り
」
と
は
「
第
一
義
・
空
」
を
証
し
、
勝
義
の
世
界
に
超
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。

3
8
2

〈
そ
の
3
　
珠
伽
行
派
に
お
け
る
迷
悟
〉

　
次
に
喩
伽
行
派
が
説
く
「
迷
い
」
と
「
悟
り
」
を
、
『
摂
大
乗
論
』
（
『
摂
論
』
）
の
三
性
説
に
も
と
づ
い
て

考
察
す
る
。
ま
ず
全
体
像
を
な
が
め
て
み
る
と
、
三
里
の
う
ち
「
遍
計
所
理
性
」
は
真
実
の
法
で
は
な
く
、

実
体
の
な
い
非
存
在
な
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
抱
く
こ
の
遍
計
所
異
性
が
、
喩
種
行
派
の
説
く
「
迷



い
」
で
あ
る
。
円
成
実
性
は
「
無
変
異
」
・
「
清
浄
」
・
「
最
勝
の
善
法
」
の
三
つ
を
特
徴
と
す
る
法
で
あ
る
。

衆
生
の
認
識
が
遍
計
所
控
性
を
離
れ
て
円
成
実
性
に
転
じ
た
と
き
、
そ
の
人
は
「
悟
り
」
の
境
地
に
住
す

る
も
の
と
な
る
。
依
上
等
性
は
虚
妄
分
別
と
も
い
わ
れ
る
基
本
的
な
認
識
作
用
の
こ
と
で
、
多
様
な
認
識

の
相
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
相
は
円
成
実
性
に
対
比
す
る
と
虚
妄
な
も
の
で
あ
る
が
、
遍
計
量
執
性

の
よ
う
に
虚
偽
の
無
存
在
で
は
な
い
。
依
他
起
性
は
、
迷
い
の
遍
計
所
々
性
が
、
悟
り
の
円
成
実
性
に
転

換
す
る
所
依
の
は
た
ら
き
を
持
つ
。
三
性
の
う
ち
円
成
実
性
と
依
他
起
性
は
有
体
法
で
あ
り
、
遍
計
零
墨

性
は
無
体
法
で
あ
る
。

　
雌
性
に
関
す
る
『
摂
論
』
の
叙
述
を
見
て
み
よ
う
。
依
毛
起
性
は
阿
頼
耶
識
を
所
依
と
し
、
虚
妄
分
別

と
呼
ば
れ
る
諸
識
の
こ
と
を
い
う
。

3
9
2

此
ノ
中
何
者
力
依
墨
画
相
ナ
ル
。
謂
ク
阿
頼
耶
識
ヲ
爲
ニ
シ
種
子
一
ト
。
虚
妄
分
別
二
所
レ
レ
タ
ル
撮
セ
諸
識
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
一
・
＝
二
人
上
）
（
『
摂
論
』
巻
中
）

　
依
他
起
は
自
分
が
持
つ
「
種
子
」
と
い
う
他
の
縁
に
よ
っ
て
生
ぜ
ら
れ
る
の
で
依
蜂
起
と
名
づ
け
ら
れ

る
。
生
じ
た
刹
那
に
変
異
し
、
自
分
の
力
で
独
立
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
依
他
起
と
い
わ



れ
る
九
。從

ニ
リ
自
ノ
薫
習
ノ
種
子
一
二
所
レ
レ
生
ゼ
。
依
ニ
リ
テ
他
ノ
縁
哺
二
極
ル
が
故
二
名
ニ
ク
依
他
起
一
ト
。
生
ズ
ル
刹
那
ノ
後

ハ
無
下
キ
が
有
ニ
リ
テ
功
能
一
自
然
二
住
上
ス
ル
コ
ト
難
色
名
ニ
ク
依
他
起
一
ト
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
一
・
＝
二
九
上
）
（
『
摂
論
』
巻
中
）

　
次
に
遍
計
所
執
性
を
み
よ
う
。
喩
曲
行
派
に
お
い
て
外
境
は
実
在
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
識
の
み
が
存

在
す
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
外
界
の
物
が
実
際
に
存
在
す
る
か
の
ご
と
く
顕
現
す
る
と
き
、
こ
れ
を
　
　
4
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

遍
計
所
執
性
と
名
づ
け
る
＋
。

此
ノ
中
何
者
力
心
計
所
執
ノ
相
ナ
ル
。
謂
ク
於
ニ
テ
無
レ
ク
シ
テ
義
唯
ダ
有
レ
ル
識
ノ
、
、
、
中
一
二
。
似
レ
テ
義
二
顯
現
ス
ル

コ
ト
ナ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
一
・
＝
二
八
上
）
（
『
摂
論
』
巻
中
）

　
「
義
」
は
知
覚
の
対
象
ま
た
は
外
境
の
こ
と
で
あ
り
、
「
似
レ
義
」
と
は
知
覚
の
対
象
が
実
在
す
る
か
の

ご
と
く
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
六
意
識
は
我
・
法
な
ど
の
形
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を



三
皇
す
る
が
、
そ
れ
ら
が
顛
倒
の
原
因
に
な
っ
て
、
真
実
で
な
い
も
の
を
妄
想
す
る
。

法
に
独
自
の
相
や
実
体
は
な
く
、
遍
計
所
詮
性
は
無
体
で
あ
る
。

妄
想
さ
れ
た
我
や

無
量
ノ
行
相
ア
ル
意
識
ノ
遍
計
ハ
。
顛
倒
ノ
生
ズ
ル
相
ナ
ル
が
故
二
。
塩
池
ク
心
計
所
執
心
ト
。
自
ノ
相
ハ
實
二
無
ニ
シ

テ
唯
ダ
有
ニ
リ
テ
遍
計
ニ
ヨ
ル
所
執
一
ノ
、
、
、
可
得
ナ
リ
。
是
ノ
故
二
説
ヒ
テ
名
ニ
ク
遍
計
所
執
一
ト
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
一
・
＝
二
九
中
）
（
『
摂
論
』
巻
中
）

円
成
実
性
と
は
依
他
起
の
う
え
に
あ
る
妄
想
さ
れ
た
知
覚
、

つ
た
状
況
の
こ
と
を
い
う
士
。

則
ち
遍
計
至
愛
性
が
永
遠
に
無
存
在
と
な

此
ノ
中
何
者
ヵ
圓
成
實
ノ
相
ナ
ル
。
謂
ク
即
チ
於
ニ
テ
彼
ノ
依
他
門
ノ
相
一
二
。
由
ニ
リ
テ
ハ
似
レ
ル
義
二
相
一
二
永
ク

無
レ
キ
有
ル
コ
ト
性
ナ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
一
・
＝
一
天
上
）
（
『
摂
論
』
巻
中
）

　
円
成
実
性
は
常
住
に
し
て
無
変
異
で
あ
り
、

る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。

所
縁
が
清
浄
で
あ
り
、
善
法
の
な
か
で
最
勝
の
も
の
で
あ

4
1
2



由
ニ
ル
が
二
選
異
ノ
性
一
二
故
二
。
名
ニ
ク
圓
成
田
一
ト
。
又
タ
由
ニ
ル
が
照
臨
ノ
所
縁
タ
ル
性
一
二
故
二
。
一
切
ノ
善
法

ノ
最
勝
ナ
ル
性
ノ
故
二
。
由
ニ
リ
テ
最
勝
ナ
リ
ト
ノ
義
一
二
名
門
ク
圓
成
實
輔
ト
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
一
・
一
三
九
中
）
（
『
摂
論
』
巻
中
）

『
弁
中
玉
露
』
第
一
章
（
弁
才
品
）
の
第
五
偶
は
同
じ
こ
と
を
偶
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

唯
ダ
所
執
ト
依
他
ト
　
　
　
　
　
及
ビ
圓
成
心
性
ト
ノ
、
、
、
ア
リ

境
ナ
ル
が
故
二
分
別
ナ
ル
が
故
二
　
　
及
ビ
ニ
が
空
ナ
ル
故
二
恩
ク

（
大
正
三
一
・
四
六
四
下
）
（
『
集
中
辺
論
』
巻
上
）

4
2
2

　
「
所
執
」
と
は
遍
計
所
野
性
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
虚
妄
分
別
の
境
（
所
縁
）
で
あ
る
。
虚
妄
分
別
の
境
は

存
在
し
な
い
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
遍
計
所
執
性
は
仮
構
で
あ
り
、
「
存
在
し
な
い
」
こ
と
を
自

性
と
す
る
。
仮
構
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
遍
馬
所
執
性
が
わ
れ
わ
れ
の
迷
い
で
あ
る
。
依
他
起
性
は
「
虚

妄
分
別
の
自
性
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
縁
生
の
も
の
で
存
在
性
を
持
つ
。
円
成
実
性
は
虚
妄
分
別
の
上
に
仮

構
さ
れ
て
い
る
「
能
取
・
所
取
の
二
」
（
遍
計
所
執
性
）
が
空
・
無
と
な
っ
た
状
態
で
あ
る
。
円
成
実
性
が
修



行
の
成
就
し
た
姿
で
あ
り
、
悟
り
を
示
し
て
い
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
遍
極
所
執
性
と
い
う
迷
い
の
世
界
に
住
ん
で
い
る
。
こ
の
遍
仁
所
執
性
は
仮
構
に
す
ぎ
ず
、

実
に
は
存
在
し
な
い
と
見
破
っ
た
と
き
、
わ
れ
わ
れ
の
世
界
は
悟
り
の
世
界
に
転
換
す
る
。
遍
計
所
蔓
性

が
円
成
実
性
に
転
換
す
る
の
で
あ
っ
て
、
別
の
も
の
が
新
た
に
あ
ら
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
転
換
に
は
「
転
依
」
と
い
う
開
悟
の
契
機
が
必
須
で
あ
る
。
喩
伽
行
派
は
わ
れ
わ
れ
の
心
の
内
奥
を

詳
し
く
分
析
し
て
、
独
自
の
「
迷
い
と
悟
り
」
の
教
義
を
作
り
あ
げ
て
い
る
。

〈
そ
の
4
　
如
来
蔵
思
想
に
お
け
る
迷
悟
〉

4
3
2

　
如
来
蔵
思
想
の
迷
悟
に
つ
い
て
は
『
如
来
蔵
経
』
と
『
大
乗
空
聾
論
』
を
検
討
す
る
。
　
『
如
来
蔵
経
』

は
王
土
城
の
霊
鷲
山
に
お
い
て
、
世
尊
が
奇
瑞
を
現
ず
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
。
世
尊
は
神
通
力
に
よ
っ

て
、
空
中
に
無
数
の
蓮
華
を
あ
ら
わ
す
が
、
そ
の
各
々
に
化
仏
が
結
歩
測
坐
し
て
い
る
。
世
尊
の
神
通
に

よ
っ
て
花
は
す
べ
て
し
お
れ
る
が
、
花
の
中
の
如
来
は
ま
す
ま
す
光
り
輝
く
。
世
尊
は
そ
の
意
義
を
次
の

よ
う
に
説
く
。
　
「
仏
眼
」
を
も
っ
て
衆
生
を
観
察
す
る
と
、
煩
悩
の
中
に
「
如
来
智
・
如
来
眼
・
如
来
身
」

が
あ
り
、
結
珈
映
坐
し
て
「
厳
然
と
し
て
不
動
」
で
あ
る
。



我
レ
以
ニ
テ
仏
眼
一
ヲ
観
ニ
ル
ニ
一
切
衆
生
一
ヲ
。
貧
欲
・
志
療
・
諸
ノ
煩
悩
ノ
中
二
。
有
高
リ
テ
如
来
智
・
如
来

眼
．
如
来
身
一
。
結
加
早
立
シ
テ
金
壷
ト
シ
テ
不
動
ナ
リ
。
　
　
　
（
大
正
一
六
・
四
五
七
中
～
下
）
（
『
如
来
蔵
経
』
）

　
わ
れ
わ
れ
の
内
に
「
如
来
智
・
如
来
眼
・
如
来
身
」
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
「
仏
眼
」
を
も
っ
て

観
察
す
る
と
き
に
あ
ら
わ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
衆
生
に
そ
の
こ
と
を
知
る
能
力
は
な
い
。
衆

生
は
常
に
貧
欲
・
瞑
悉
・
愚
痴
と
い
う
煩
悩
の
中
に
生
き
て
い
る
。
『
如
来
蔵
経
』
に
お
け
る
迷
い
と
は
「
如
　
　
4
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

来
智
」
を
内
に
宿
し
な
が
ら
そ
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
無
明
に
生
き
て
い
る
衆
生
の
日
常
の
姿
の
こ
と
で
あ

る
。
仏
は
「
煩
悩
を
除
滅
し
て
仏
性
を
顕
現
」
せ
ん
と
欲
し
て
、
「
経
法
を
説
法
」
す
る
。
諸
仏
の
教
え
は

こ
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
仏
が
出
世
し
て
も
出
世
し
な
く
て
も
、
「
一
切
衆
生
の
如
来
蔵
は
常
住
に
し
て
不
変
」

で
あ
る
。

仏
ハ
見
二
衆
生
ノ
如
来
蔵
　
ヲ
已
リ
テ
。
欲
レ
シ
テ
令
ニ
メ
ン
ト
上
敷
一
セ
為
二
説
二
法
シ
経
法
一
ヲ
。
除
隠
滅
シ
テ
煩
悩
一

ヲ
顕
二
現
ス
仏
性
一
ヲ
。
善
男
子
ヨ
。
諸
仏
ノ
法
ハ
爾
ナ
リ
。
若
シ
ク
ハ
仏
ノ
出
世
ス
ル
モ
若
シ
ク
ハ
不
ニ
ル
モ
出
世
一
セ
。



一
切
衆
生
ノ
如
来
ノ
早
薬
ハ
常
住
ニ
シ
テ
不
変
ナ
リ
。

（
大
正
一
六
・
四
五
七
下
）
（
『
如
来
蔵
経
』
）

　
『
如
来
蔵
経
』
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
特
に
悟
り
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
、
仏
の
説
法
を
聞
き
、
煩
悩
の
覆
い
を
取
り
払
っ
て
、
内
に
あ
る
「
如
来
智
」
と
一
体

化
す
る
こ
と
が
悟
り
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。

　
『
大
乗
起
信
論
』
（
『
起
信
論
』
）
も
『
如
来
蔵
経
』
と
同
様
の
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
『
起
信
論
』
に
お
い

て
真
如
と
無
明
と
は
常
に
非
一
非
異
の
関
係
に
あ
る
。
真
如
と
無
明
と
の
係
わ
り
合
い
は
「
明
野
」
と
い
　
　
4
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

う
概
念
で
説
明
さ
れ
る
。
無
明
が
真
如
を
蕪
冷
す
る
こ
と
を
「
染
法
薫
習
」
と
名
づ
け
、
真
如
が
無
明
を

薫
習
す
る
こ
と
を
「
浄
法
薫
習
」
と
名
づ
け
る
。

　
ま
ず
染
法
蕪
習
を
考
察
す
る
。
わ
れ
わ
れ
の
心
に
は
無
明
が
あ
る
。
こ
れ
が
「
因
」
と
な
り
、
妄
境
界

（
六
境
）
が
「
縁
」
と
な
っ
て
妄
心
が
生
ず
る
。
妄
心
が
生
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
衆
生
は
さ
ら
に
無
明
に

薫
習
さ
れ
て
真
如
を
了
知
す
る
こ
と
が
な
く
、
不
覚
の
う
ち
に
妄
念
を
生
じ
て
、
染
法
が
絶
え
る
こ
と
が

な
い
。



云
何
ン
が
窯
習
シ
テ
起
ニ
シ
テ
染
法
一
ヲ
不
レ
ー
フ
シ
ム
断
ゼ
。
所
謂
以
レ
テ
ノ
依
ニ
ル
ヲ
真
如
ノ
法
㌦
一
見
二
。
有
ニ
リ
於
無

明
一
。
以
レ
テ
ノ
有
ニ
ル
ヲ
無
明
ナ
ル
染
草
ノ
因
一
重
二
。
即
チ
薫
二
習
ス
真
如
一
二
。
以
ニ
テ
ノ
薫
習
一
ス
ル
ヲ
故
二
四
チ

有
心
リ
妄
心
一
。
以
レ
テ
有
ニ
ル
ヲ
妄
心
一
。
即
チ
薫
二
習
セ
ー
プ
レ
無
明
一
二
。
不
レ
ル
が
了
下
戸
真
如
ノ
法
一
ヲ
故
二
。
不

覚
ニ
シ
テ
念
ノ
起
テ
。
現
高
ズ
妄
境
界
一
ヲ
。
以
レ
テ
ノ
有
ニ
ル
ヲ
妄
境
界
ナ
ル
染
法
ノ
縁
一
着
二
。
即
チ
蕪
旧
習
シ
妄
心

一
二
B
令
下
ム
其
ヲ
シ
テ
念
著
シ
造
言
リ
種
種
ノ
業
一
ヲ
。
毒
中
ヶ
於
一
切
ノ
身
心
等
ノ
呈
上
ヲ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
二
・
五
七
八
上
）
（
『
起
信
論
』
）

　
次
に
浄
法
薫
習
を
考
察
す
る
。
衆
生
心
の
中
に
同
居
す
る
真
如
が
無
明
を
薫
習
し
始
め
る
。
真
如
に
薫
　
　
4
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2

習
さ
れ
る
と
き
、
衆
生
は
自
ら
の
心
の
本
性
を
信
じ
、
自
分
の
面
前
に
展
開
す
る
現
象
世
界
は
た
だ
心
の

妄
動
に
す
ぎ
ず
、
実
際
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
理
解
す
る
。
そ
し
て
衆
生
は
壮
心
を
遠
離
す
る
た
め
に

ま
す
ま
す
修
行
に
励
む
。
そ
の
結
果
、
つ
い
に
は
真
如
の
久
遠
の
薫
習
力
に
よ
っ
て
、
無
明
の
は
た
ら
き

は
消
滅
す
る
。

　
心
を
起
動
さ
せ
る
原
因
で
あ
る
無
明
の
は
た
ら
き
が
消
滅
す
る
と
、
縁
と
な
っ
て
は
た
ら
く
六
境
（
現
象

世
界
）
も
消
滅
す
る
。
こ
う
し
て
、
心
生
滅
の
「
因
」
で
あ
る
無
明
と
、
「
縁
」
で
あ
る
六
境
の
双
方
が
消

滅
す
る
の
で
、
心
生
滅
の
相
は
す
べ
て
尽
き
て
な
く
な
る
。
こ
れ
を
浬
葉
を
得
て
、
仏
の
不
思
議
業
（
自
然



業
）
が
成
就
す
る
と
い
う
。

云
何
ン
が
薫
習
シ
テ
起
ニ
シ
テ
浄
法
一
ヲ
不
レ
ー
フ
シ
ム
断
ゼ
。
所
謂
以
レ
テ
ノ
有
ニ
ル
ヲ
真
如
ノ
法
一
故
二
。
能
ク
重
…
二
習
ス

無
明
㌦
。
以
ニ
テ
ノ
蕪
習
ノ
因
縁
力
一
ヲ
故
二
。
則
チ
雪
下
ム
急
心
ヲ
シ
テ
厭
ニ
ィ
テ
生
死
ノ
苦
一
ヲ
。
心
中
求
セ
浬
葉

上
ヲ
。
以
三
テ
ノ
此
ノ
聾
心
二
有
ニ
ル
ヲ
厭
ウ
ト
求
ム
ト
ノ
因
縁
一
膳
二
。
即
チ
薫
二
習
セ
謄
プ
レ
真
如
一
二
。
自
フ
信
ニ
ジ
テ
己

ノ
劃
一
ヲ
。
知
三
リ
心
ハ
妄
動
ス
ル
ノ
、
、
三
シ
テ
無
ニ
シ
ト
前
ノ
境
界
一
。
修
ニ
ス
遠
離
ノ
法
一
ヲ
。
以
ニ
テ
ノ
如
実
二
知
一
レ
ル

ヲ
無
二
シ
ト
前
ノ
境
界
一
故
二
。
種
種
二
方
便
シ
テ
起
ニ
シ
随
順
行
一
ヲ
。
不
レ
取
セ
不
レ
念
々
。
乃
チ
至
ニ
ル
久
遠
ノ

薫
習
カ
ノ
故
二
。
無
明
ハ
則
チ
夢
ス
ル
ニ
。
以
こ
ア
ノ
無
明
滅
㌃
ヲ
故
二
。
心
蕪
レ
シ
有
レ
ル
コ
ト
起
。
以
ヒ
ァ
ノ
盟

無
レ
キ
ヲ
継
母
二
。
境
界
ハ
随
テ
滅
ス
。
以
ニ
テ
ノ
因
ト
縁
ト
倶
二
滅
一
ス
ル
ヲ
故
二
。
心
相
ノ
皆
ナ
尽
ク
ル
ヲ
バ
。
名
下
ク

得
ニ
テ
浬
盤
一
ヲ
空
中
ズ
ト
自
然
業
上
ヲ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
二
．
五
七
八
中
）
（
『
起
言
論
』
）

　
『
起
愚
論
』
が
説
く
悟
り
の
過
程
は
論
理
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
一

切
衆
生
は
み
な
真
如
に
蕪
習
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
切
衆
生
は
自
己
の
中
に
真
如
の
法
が
あ
る
と
知
っ

て
、
修
行
に
は
げ
ん
で
浬
藥
に
入
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。

　
こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
真
如
は
本
来
一
つ
で
あ
る
が
、
無
明
の
い
と
な
み
に



は
無
量
無
辺
の
異
な
り
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
無
明
の
重
…
習
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
る
煩
悩
に
も
無
数
の
異

な
り
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に
衆
生
が
捏
盤
に
入
る
時
期
に
も
無
量
の
差
別
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

た
だ
如
来
の
み
が
知
る
領
域
で
あ
る
。

真
如
地
本
．
リ
ー
ナ
ル
モ
。
而
モ
有
ニ
リ
無
量
無
辺
ノ
無
明
一
。
従
レ
リ
本
已
来
タ
。
自
性
ト
シ
テ
差
別
シ
テ
。
厚
薄
不

レ
同
ジ
カ
ー
フ
。
故
二
過
恒
沙
等
ノ
上
煩
悩
。
依
ニ
リ
テ
無
明
一
二
起
コ
リ
テ
差
別
シ
。
我
見
愛
染
ノ
煩
悩
。
依
ニ
リ
テ

無
明
三
起
コ
リ
テ
差
別
ス
。
如
レ
ク
是
ノ
一
切
ノ
煩
悩
ハ
。
依
ニ
リ
テ
於
無
明
ノ
所
一
レ
ナ
ル
ニ
起
．
ス
。
前
後
無
量
二

差
別
ア
ル
コ
ト
。
唯
ダ
如
来
ノ
、
・
、
能
ク
知
ル
が
故
二
。
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
二
・
五
七
八
中
～
下
）
（
『
起
信
論
』
）
　
　
4
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2

如
来
蔵
思
想
の
う
ち
『
如
来
蔵
経
』
と
『
裏
罫
論
』
が
教
え
る
「
迷
い
」

と

「
悟
り
」
を
考
察
し
た
。

　
人
間
は
な
ぜ
迷
う
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
仏
教
は
確
定
的
な
回
答
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
迷
い
か
ら
悟
り
へ
の
過
程
に
関
す
る
教
義
も
複
線
的
で
あ
る
。
三
論
宗
の
廻
国
を
考
察
し
た
の
を
契

機
に
し
て
、
イ
ン
ド
大
乗
が
説
く
迷
悟
の
い
く
つ
か
を
た
ず
ね
て
み
た
。



第
四
節
　
二
諦
と
修
道

第
一
項
四
重
の
二
諦
に
つ
い
て

　
三
論
宗
は
「
四
重
の
四
諦
」
と
い
う
教
え
を
説
い
て
い
る
。
四
重
の
二
諦
と
は
四
つ
の
段
階
に
分
け
て

三
諦
に
関
す
る
観
法
・
瞑
想
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
教
義
を
立
て
る
目
的

に
つ
い
て
は
後
に
考
察
す
る
こ
と
に
し
、
ま
ず
「
四
重
の
留
金
」
の
内
容
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
4
9
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〈
そ
の
1
　
四
重
の
二
諦
の
内
容
〉

　
わ
れ
わ
れ
凡
夫
は
一
切
世
界
が
実
際
に
存
在
す
る
「
有
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
聖
者
は
一
切

世
界
と
い
う
も
の
が
縁
起
し
て
い
て
、
そ
の
自
性
は
存
在
せ
ず
「
空
」
で
あ
る
と
正
し
く
理
解
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
世
間
の
「
有
」
を
世
譜
と
い
い
、
聖
者
の
「
空
」
を
真
諦
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
世
諦
と
真

諦
と
を
瞑
想
す
る
こ
と
を
「
初
重
の
二
黒
」
と
名
づ
け
る
。
玄
叡
の
『
大
義
砂
』
巻
一
は
い
う
。



他
〔
宗
〕
ハ
但
ダ
以
レ
テ
有
ヲ
爲
ニ
シ
世
選
一
ト
。
空
ヲ
爲
ニ
ス
ノ
、
、
、
眞
諦
一
ト
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・

一
五
下
）
（
『
大
乗
玄
論
』
巻
一
）

　
し
か
し
、
初
重
の
真
諦
は
有
を
捨
て
て
空
に
滞
る
誤
り
を
お
か
し
て
い
る
。
そ
こ
で
瞑
想
に
よ
っ
て
空

を
批
判
的
に
反
省
し
、
「
非
有
書
斎
」
の
境
地
に
到
達
す
る
。
そ
し
て
、
初
重
の
有
と
空
を
合
わ
せ
た
も
の

を
世
諦
と
し
、
「
非
有
蔓
立
」
を
新
た
に
到
達
し
た
境
地
と
し
て
こ
れ
を
真
諦
と
す
る
。
こ
の
新
し
い
世
世

と
真
諦
と
を
「
第
二
重
の
二
諦
」
と
名
づ
け
る
。
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今
〔
三
論
ハ
〕
明
ニ
ス
若
シ
ク
ハ
有
。
若
シ
ク
ハ
空
。
皆
ナ
是
レ
世
諦
一
ト
。
非
空
非
有
ヲ
始
メ
テ
名
ニ
ク
高
息
一
ト
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
一
五
下
）
（
『
大
乗
玄
論
』
巻
一
）

　
し
か
し
、
第
二
重
の
真
諦
は
空
・
有
の
二
辺
を
捨
て
て
「
中
」
に
滞
る
誤
り
を
お
か
し
て
い
る
。
そ
こ

で
瞑
想
を
深
め
て
、
空
有
と
い
う
寺
田
に
も
、
非
有
舌
早
と
い
う
「
中
」
に
も
執
着
し
な
い
「
非
二
・
非

不
二
」
と
い
う
よ
り
深
い
境
地
に
到
達
す
る
。
こ
の
時
、
第
二
重
の
真
諦
・
世
諦
を
合
わ
せ
て
世
諦
と
し
、



新
た
に
開
い
た
「
単
二
・
非
不
二
」
，
の
境
地
を
真
諦
と
す
る
。

と
名
づ
け
る
。

こ
の
世
諦
と
真
諦
と
を
「
第
三
重
の
二
七
」

三
七
ハ
書
論
有
ヲ
爲
レ
シ
ニ
ト
。
非
空
有
ヲ
爲
ニ
ス
不
ニ
ー
ト
。
ニ
ト
與
ニ
ト
ハ
不
二
一
皆
ナ
是
レ
世
諦
ナ
リ
。
三
二
非

不
ニ
ヲ
名
ケ
テ
爲
ニ
ス
眞
諦
一
ト
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
二
五
下
）
（
『
大
乗
玄
論
』
巻
一
）

　
し
か
し
、
第
三
重
の
真
諦
は
「
辺
」
と
「
中
」
を
捨
て
て
、
な
お
「
名
言
」
に
執
着
し
て
い
る
。
そ
こ

で
さ
ら
に
瞑
想
を
深
め
て
、
名
言
に
滞
ら
な
い
「
言
忘
慮
絶
」
の
境
地
に
到
達
す
る
。
こ
の
時
、
第
三
重

の
真
諦
・
世
業
は
合
わ
せ
て
世
諦
と
さ
れ
、
さ
ら
に
深
い
「
言
忘
慮
絶
」
の
境
地
が
真
諦
と
さ
れ
る
。
こ

の
真
諦
は
「
無
言
」
と
も
「
不
三
」
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
世
諦
と
真
諦
と
を
「
第
四
重
の
二
諦
」

と
名
づ
け
る
。
第
一
～
第
三
重
の
二
諦
は
教
門
で
あ
り
、
「
不
三
」
を
悟
ら
せ
る
た
め
の
方
便
で
あ
る
。

5
1
2

四
ニ
ハ
者
此
ノ
三
種
ノ
ニ
諦
ハ
皆
ナ
是
レ
教
門
ナ
リ
。
心
病
ク
ハ
此
ノ
三
門
㌧
。
爲
レ
ナ
リ
令
レ
メ
ン
が
悟
孔
フ
不
三
一
ヲ
。

無
ニ
キ
ヲ
所
依
（
於
諦
）
ノ
〔
所
〕
得
一
始
メ
テ
名
ケ
テ
爲
ニ
ス
理
（
真
諦
）
一
ト
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
｝
五
三
）
（
『
大
乗
玄
論
』
巻
一
）



　
こ
の
よ
う
な
瞑
想
の
深
ま
り
に
伴
っ
て
、
仏
法
に
お
け
る
真
実
義
は
「
空
↓
非
有
非
空
↓
非
二
・
非
不

二
↓
言
忘
三
絶
」
へ
と
深
化
し
て
い
る
。
第
四
重
の
真
諦
で
あ
る
「
不
三
・
言
忘
慮
絶
」
は
、
三
論
宗
の

真
理
を
あ
ら
わ
し
て
い
て
、
そ
の
他
は
す
べ
て
衆
生
を
真
理
に
導
く
た
め
の
教
諦
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
。

〈
そ
の
2
　
四
重
の
二
諦
の
経
証
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
こ
の
よ
う
に
四
重
の
二
二
を
論
じ
る
経
証
を
、
玄
叡
の
『
大
義
砂
』
巻
一
は
『
大
品
般
若
経
』
や
『
華

厳
経
』
に
求
め
て
い
る
。

　
　
〔
初
重
の
証
〕
　
　
大
品
経
二
云
ク
。
有
ヲ
名
二
ヶ
世
諦
一
ト
。
空
ヲ
名
ニ
ク
眞
諦
一
ト
。
初
重
ノ
之
謹
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
七
〇
二
二
八
上
）
（
『
大
義
砂
』
巻
一
）

　
　
〔
第
二
重
の
証
〕
　
大
品
二
又
タ
云
ク
。
若
シ
ク
二
百
若
シ
ク
ハ
無
。
世
諦
ノ
故
山
。
説
ニ
キ
テ
非
有
非
議
一
ヲ
。



名
ニ
ク
第
一
義
一
ト
。
第
二
重
ノ
謹
ナ
リ
。

（
大
正
七
〇
・
一
二
八
上
）
（
『
大
義
砂
』
巻
一
）

〔
第
三
重
の
証
〕
　
華
嚴
経
±
三
云
ク
。
不
レ
著
ニ
セ
不
ニ
ノ
法
一
二
。
知
レ
ル
が
無
ニ
シ
ト
ー
ニ
ー
故
二
。
第
三

重
ノ
謹
ナ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
七
〇
・
一
二
八
上
）
（
『
大
義
砂
』
巻
一
）

〔
第
四
重
の
証
〕
　
華
嚴
＋
三
二
又
タ
云
ク
。
諦
二
了
シ
分
三
野
ス
ル
諸
法
一
ラ
時
。
無
レ
シ
有
ニ
ル
コ
ト
自
性
一
。
假

名
ヲ
以
説
ク
。
悉
ク
欲
レ
ス
分
二
別
セ
ン
ト
世
諦
ノ
義
一
ヲ
。
一
切
諸
法
ハ
。
語
言
道
断
ニ
シ
テ
。
心
行
寂
滅
ナ
ル
コ
ト
。

如
ニ
シ
虚
空
一
ノ
。
悉
ク
欲
レ
ス
分
二
塁
セ
ン
ト
眞
諦
ノ
義
一
ヲ
。
第
四
重
ノ
謹
ナ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
七
〇
二
二
人
上
）
（
『
大
義
砂
』
巻
一
）

〈
そ
の
3
　
四
重
の
二
諦
に
お
け
る
教
と
理
〉

　
次
に
、
四
重
の
そ
れ
ぞ
れ
の
真
諦
は
「
教
」
を
説
く
の
か
「
理
」
を
説
く
の
か
を
分
析
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
三
論
宗
の
純
粋
な
教
理
に
よ
る
と
、
第
四
重
の
真
諦
（
言
忘
慮
絶
）
の
み
が
名
言
を
絶
す
る
境
地
を

説
い
て
い
る
の
で
、
「
理
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
初
重
か
ら
第
三
重
ま
で
の
三
つ
の
真
諦
は
、
名
言
を
も
つ



て
衆
生
を
教
化
す
る
段
階
で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
も
こ
れ
ら
は
「
教
」
で
あ
る
。

若
シ
随
二
ヘ
バ
二
重
（
教
理
）
一
二
。
第
四
重
ノ
眞
ハ
。
之
ヲ
爲
レ
ス
理
ト
。
名
言
ヲ
絶
ス
ル
が
二
二
。
自
鯨
ヲ
稻
レ
ス
教

ト
。
名
言
二
渉
ル
が
故
二
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
七
〇
二
二
人
上
）
（
『
大
義
妙
』
巻
こ

　
し
か
し
、
衆
生
の
機
根
の
面
か
ら
「
教
」
と
「
理
」
を
考
え
る
と
、
議
論
は
複
線
的
に
な
る
。
初
重
の

教
え
を
受
け
て
究
極
の
悟
り
で
あ
る
「
言
忘
慮
絶
」
を
体
得
す
る
修
行
者
が
存
在
す
る
。
彼
ら
に
と
っ
て

は
初
重
の
里
並
が
「
教
」
の
役
割
を
は
た
し
、
初
重
の
真
諦
が
「
理
」
に
な
る
。
同
様
に
第
二
重
・
第
三

重
の
教
え
に
よ
っ
て
開
悟
す
る
衆
生
に
と
っ
て
は
、
第
二
重
・
第
三
重
の
真
諦
が
「
理
」
で
あ
り
、
そ
の

他
は
す
べ
て
「
教
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
衆
生
の
機
根
に
即
し
て
「
教
」
と
「
理
」
を
考
察
す
る
と
複

線
的
な
考
え
方
が
成
立
す
る
。
『
大
義
砂
』
巻
一
に
説
か
れ
る
次
の
論
理
は
、
悟
り
を
得
る
修
行
者
の
現
実

的
な
姿
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
実
践
論
の
趣
き
が
あ
る
。

若
シ
随
二
～
バ
根
門
一
二
。
義
モ
亦
タ
不
定
ナ
リ
。
或
固
有
ニ
リ
根
笹
一
。
稟
二
ヶ
ー
ア
於
初
重
一
ヲ
了
二
悟
シ
正
道
一
ヲ
不
レ

ル
ハ
須
ニ
ヒ
後
重
一
ヲ
。
即
チ
俗
ヲ
名
レ
ケ
教
ト
。
眞
諦
ヲ
爲
レ
ス
理
ト
。
或
ハ
有
ニ
リ
根
世
一
。
稟
レ
ケ
テ
初
ヲ
不
レ
悟
フ
。

5
4
2



至
ニ
テ
第
二
重
一
二
。
姫
子
テ
悟
ニ
ル
正
道
一
ヲ
。
即
チ
前
ヲ
名
レ
ケ
教
ト
。
第
二
重
ノ
眞
ハ
。
稻
レ
シ
テ
之
ヲ
爲
レ
ス
理
ト
。

或
ハ
有
ニ
リ
根
縁
一
。
稟
レ
ヶ
テ
前
ヲ
再
見
迷
ヒ
。
受
二
ヶ
テ
第
三
重
一
ヲ
始
メ
テ
悟
ニ
ル
正
道
一
ヲ
。
第
三
重
ノ
眞
ハ
。

目
レ
ケ
テ
之
ヲ
爲
レ
ス
理
ト
。
自
鯨
ヲ
名
レ
ク
教
ト
。
或
ハ
有
ニ
リ
根
縁
一
。
前
ノ
三
三
ア
ハ
不
レ
悟
フ
。
受
ニ
ケ
テ
第
四
重

一
ヲ
。
方
二
悟
ニ
ル
正
道
一
ヲ
。
第
四
重
ノ
眞
ハ
。
名
レ
ケ
テ
之
ヲ
日
レ
ヒ
理
ト
。
自
鯨
ヲ
爲
レ
ス
教
ト
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
七
〇
・
一
二
八
上
）
（
『
大
義
砂
』
巻
一
）

〈
そ
の
4
　
他
宗
の
破
斥
〉

5
5
2

　
こ
の
よ
う
な
「
四
重
の
二
諦
」
説
は
、
三
論
宗
の
教
義
の
中
核
部
分
を
観
法
と
し
た
も
の
で
説
得
的
で

あ
る
。
し
か
し
、
三
論
宗
が
み
ず
か
ら
明
か
す
よ
う
に
、
四
重
の
二
諦
説
は
他
宗
を
破
斥
す
る
た
め
に
次

第
に
深
く
考
察
さ
れ
た
も
の
で
、
時
間
を
か
け
て
成
立
し
た
苦
心
の
教
義
で
あ
る
＋
四
。
破
墨
の
対
象
と
な

っ
た
他
宗
は
、
毘
曇
宗
・
成
実
宗
・
地
論
宗
・
摂
論
宗
な
ど
で
あ
っ
た
。

封
ニ
シ
テ
墨
字
宗
一
二
。
而
立
ニ
テ
初
重
一
ヲ
。
封
ニ
シ
テ
成
論
宗
一
二
。
立
ニ
テ
第
二
重
一
ヲ
。
封
ニ
シ
テ
地
．
撮
宗
一

二
。
立
ニ
ッ
後
ノ
一
一
重
一
ヲ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
七
〇
．
一
二
八
中
）
（
『
大
義
砂
』
巻
一
）



　
毘
曇
宗
は
「
刀
杖
逼
迫
等
」
を
「
事
」
と
し
、
「
無
常
等
の
十
六
諦
」
を
「
理
」
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し

て
三
論
宗
は
毘
曇
宗
の
事
と
理
と
を
合
わ
せ
て
俗
諦
と
し
て
初
重
の
二
諦
を
立
て
る
。
ま
た
成
実
宗
は
「
三

田
＋
五
」
を
世
諦
と
し
、
「
四
忘
＋
六
」
を
真
諦
と
す
る
約
理
の
画
塾
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
成
実
宗

の
「
空
有
」
を
合
わ
せ
て
三
論
宗
の
俗
諦
と
し
、
直
垂
非
有
を
真
諦
と
し
て
、
第
二
重
の
二
諦
を
立
て
る
。

嘉
祥
大
師
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

封
ニ
シ
ー
ア
毘
曇
ノ
事
理
ノ
ニ
諦
㌔
。
明
ニ
シ
第
董
ノ
空
有
ノ
ニ
諦
ヲ
。
ニ
ニ
ハ
者
封
ニ
シ
ー
ア
成
論
師
ノ
空
知
ノ
ニ
鰯

諦
一
二
。
汝
ノ
空
有
ノ
ニ
諦
畳
替
レ
我
が
俗
諦
ナ
レ
バ
。
非
空
冷
有
方
二
是
レ
眞
諦
ナ
リ
。
故
烏
有
ニ
リ
第
二
重
ノ
ニ

諦
一
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
一
五
下
）
（
『
大
乗
玄
論
』
巻
一
）

　
第
三
重
と
第
四
重
の
二
諦
は
、
地
論
宗
＋
七
や
摂
論
宗
＋
八
が
説
く
三
性
説
や
三
無
性
説
を
破
墨
す
る
た
め

に
立
て
ら
れ
た
。
両
宗
で
は
依
他
性
（
依
他
起
性
）
と
分
別
性
（
脂
漏
所
執
性
）
を
「
二
」
と
し
て
こ
れ
を
俗
諦

と
し
、
真
実
性
（
円
成
実
性
）
を
「
不
二
」
と
し
て
こ
れ
を
真
諦
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
三
論
宗
で
は
両

三
の
「
二
」
と
「
不
二
」
と
を
合
わ
せ
て
俗
諦
と
名
づ
け
、
「
非
二
非
不
二
」
を
真
諦
と
し
て
第
三
重
の
二



諦
を
立
て
る
。

三
ニ
ハ
土
平
下
シ
テ
大
乗
師
ノ
依
他
・
分
別
ノ
ニ
ヲ
爲
ニ
シ
俗
諦
一
ト
。
依
他
無
生
．
分
別
無
相
．
不
二
眞
實
性

ヲ
爲
中
ス
ニ
眞
諦
上
ト
。
今
明
ス
。
若
シ
ク
ハ
ニ
若
シ
ク
ハ
不
二
。
皆
ナ
是
レ
我
家
ノ
俗
諦
ナ
リ
。
非
二
黒
不
二
。
方

二
是
レ
眞
諦
ナ
リ
。
故
二
有
ニ
リ
第
三
重
ノ
ニ
諦
一
。
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
．
一
五
下
）
（
『
大
乗
童
子
』
巻
一
）

　
ま
た
両
型
は
三
聖
を
安
立
諦
＋
九
と
名
づ
け
て
こ
れ
を
俗
諦
と
し
、
三
無
性
を
非
安
立
諦
二
＋
と
名
づ
け
て

こ
れ
を
真
諦
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
三
論
宗
で
は
両
宗
の
安
立
諦
と
非
安
立
諦
と
を
合
わ
せ
て
俗
諦
と
　
　
5
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

名
づ
け
、
言
忘
金
面
を
真
諦
と
し
て
第
四
重
の
二
会
を
立
て
る
。
『
大
乗
玄
冬
』
巻
一
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

四
ニ
濡
者
大
乗
師
復
二
言
フ
。
三
雪
山
是
レ
俗
。
三
無
性
ノ
非
安
立
諦
ヲ
爲
ニ
ス
零
墨
一
ト
。
故
二
今
明
ス
。
汝
ノ

依
他
・
分
別
ノ
ニ
ォ
ヨ
ビ
眞
實
至
高
ノ
是
レ
安
立
諦
ナ
ル
ト
。
非
二
重
不
二
・
三
無
性
ノ
非
安
立
諦
ナ
ル
ト
ハ
皆
ナ

是
レ
我
が
俗
諦
ニ
シ
テ
。
言
忘
慮
絶
ハ
方
二
是
レ
眞
諦
ナ
リ
。
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
一
五
下
）
（
『
大
乗
玄
論
』
巻
一
）

こ
の
よ
う
に
三
論
宗
自
身
が
、
他
宗
と
の
対
論
の
必
要
性
か
ら
四
重
の
二
黒
説
を
構
築
し
た
こ
と
を
明



か
し
て
い
る
。
四
重
の
二
謬
説
は
純
粋
な
瞑
想
の
深
ま
り
の
み
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
他
宗
の
教

義
を
意
識
し
な
が
ら
形
成
さ
れ
た
。
観
法
の
深
化
は
他
宗
の
教
義
の
破
斥
が
目
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

思
索
を
深
め
た
の
は
三
論
宗
に
お
け
る
瞑
想
で
あ
っ
た
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
あ
る
仮
説
を
批
判
的
に
考

察
し
て
、
そ
の
仮
説
を
否
定
す
る
第
二
の
仮
説
に
到
達
し
、
さ
ら
に
考
察
を
深
め
て
第
三
・
第
四
の
仮
説

に
到
達
す
る
思
索
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
『
小
空
経
』
が
説
く
「
創
造
的
瞑
想
」
と
同
一
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た

「
破
邪
顕
正
」
と
い
わ
れ
る
三
論
宗
の
根
本
姿
勢
で
も
あ
る
。

〈
そ
の
5
　
開
門
と
合
門
〉

5
8
2

　
『
大
義
砂
』
巻
一
に
お
い
て
重
質
は
、
四
重
の
二
心
の
中
の
初
重
と
第
二
重
と
を
取
り
だ
し
て
、
「
開
門
」

「
合
財
」
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
す
る
。
小
乗
の
二
諦
お
け
る
俗
諦
と
真
諦
の
二
つ
は
「
開
門
」
と
い
わ

れ
、
こ
の
二
つ
を
合
わ
せ
て
第
二
重
の
俗
諦
と
す
る
。
こ
れ
は
初
重
の
真
・
俗
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る

の
で
「
裏
門
」
の
俗
諦
と
い
わ
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
雲
門
の
真
諦
は
「
非
空
非
有
」
の
真
理
で
あ
る
。

空
ヲ
名
ニ
ケ
眞
諦
『
ト
。
有
ヲ
稻
ニ
ス
俗
諦
一
ト
。
此
レ
ハ
是
レ
開
門
ナ
リ
。
世
評
ヲ
爲
レ
シ
俗
ト
。
非
空
〔
非
〕
有
ハ



　
　
眞
ナ
リ
。
此
レ
ハ
是
レ
合
門
ナ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
七
〇
二
二
七
下
）
（
『
大
義
砂
』
巻
一
）

　
こ
の
関
係
を
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
開
門
－
　
初
重
の
俗
諦
と
真
諦
。

　
　
合
門
－
第
二
重
の
俗
諦
（
初
重
の
真
・
俗
を
合
わ
せ
た
も
の
）
と
、
第
二
重
の
真
諦
。

　
開
・
合
の
二
諦
に
つ
い
て
は
体
と
用
の
別
が
論
じ
ら
れ
る
。
合
門
（
第
二
重
）
の
真
諦
は
こ
の
中
で
真
理
　
　
5
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
「
体
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
開
門
（
初
重
）
の
真
・
俗
と
合
門
の
俗
諦
は
「
用
」
と

名
づ
け
ら
れ
る
。

　
　
開
門
ノ
ニ
諦
ト
。
合
着
ノ
俗
諦
ト
ハ
。
名
レ
ケ
テ
之
レ
ヲ
爲
レ
ス
用
ト
。
合
門
ノ
眞
諦
ハ
。
目
レ
ケ
テ
之
レ
ヲ
日
レ
フ
膿
ト
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
七
〇
二
二
七
下
）
（
『
大
義
砂
』
巻
一
）

　
平
門
の
真
諦
（
非
命
非
有
）
を
体
と
い
う
の
は
、
非
空
非
有
は
諸
法
実
相
を
あ
ら
わ
し
て
い
て
、
有
・
空



を
超
越
し
た
真
理
で
あ
る
の
で
こ
れ
を
「
体
」
と
名
づ
け
る
。
し
か
し
、
非
空
非
有
と
い
う
真
理
は
そ
の

ま
ま
で
は
衆
生
に
は
理
解
し
が
た
い
の
で
、
仮
に
有
・
無
と
説
い
て
こ
れ
を
「
用
」
と
す
る
の
で
あ
る
。

諸
法
實
相
ハ
。
未
ニ
ザ
ル
が
曾
テ
有
無
扁
二
二
二
。
非
有
無
ヲ
名
ケ
テ
日
レ
フ
髄
ト
也
。
非
有
手
無
ナ
レ
ド
モ
而
モ
爲
ニ

ニ
衆
生
一
ノ
。
假
二
説
ニ
ク
有
無
一
ヲ
。
是
ノ
故
二
有
無
ハ
目
レ
ケ
テ
之
レ
ヲ
爲
レ
ス
用
ト
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
七
〇
・
一
二
七
下
）
（
『
大
義
砂
』
巻
一
）

　
玄
叡
の
開
門
・
合
門
の
説
明
は
初
重
と
第
二
重
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
同
じ
考
え
方
は
第
三
重
・
第
四
　
　
6
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

重
に
も
適
用
可
能
で
あ
り
、
四
重
の
二
士
の
根
本
構
造
を
解
明
し
て
い
る
点
で
興
味
が
も
た
れ
る
。

〈
そ
の
6
　
四
重
の
二
諦
を
説
く
目
的
〉

　
三
論
宗
が
「
四
重
の
二
諦
」
と
い
う
観
法
を
立
て
る
の
は
、
二
つ
の
目
的
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
そ
の
一
つ
は
仏
法
の
奥
義
を
極
め
よ
う
と
す
る
努
力
で
あ
り
、
今
ひ
と
つ
は
修
道
の
過
程
を
説
き

明
か
す
こ
と
で
あ
る
。



　
第
一
の
仏
法
の
奥
義
を
極
め
る
こ
と
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
『
中
論
』
に
お
い
て
「
空
性
」
は
最
勝
の
仏

法
で
あ
っ
て
、
「
空
性
」
を
超
え
る
真
理
は
探
究
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
中
国
に
お
い
て
は
「
空
性
」

も
ま
た
一
辺
と
み
ら
れ
、
「
空
を
空
じ
る
」
と
い
う
思
想
が
生
ま
れ
て
く
る
。
『
中
之
』
に
お
い
て
は
必
ず

「
非
有
非
無
の
中
道
」
で
あ
っ
た
が
、
中
国
お
い
て
は
「
非
有
非
空
の
中
道
」
が
説
か
れ
る
。
嘉
祥
大
師

に
お
い
て
は
「
非
有
非
無
」
と
「
非
有
非
空
」
は
同
じ
意
味
を
持
つ
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
四
重
の
二
半
説
は
、
ま
ず
初
重
の
二
諦
を
瞑
想
に
よ
っ
て
止
揚
し
、
第
二
重
の
真
諦
を
「
非
有
雪
空
」

と
名
づ
け
る
。
こ
の
新
し
い
境
地
も
さ
ら
な
る
瞑
想
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
、
第
三
重
の
真
諦
と
し
て
「
非

二
・
非
不
二
」
と
い
う
境
地
が
開
か
れ
る
。
さ
ら
に
瞑
想
の
中
で
真
理
の
探
究
は
続
け
ら
れ
、
第
四
重
の

「
言
忘
悪
臭
」
と
い
う
境
地
が
開
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
四
重
の
二
型
説
は
、
仏
法
に
お
け
る
真
実
義
を

探
求
す
る
過
程
を
説
い
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
瞑
想
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
深
い
真
理
に
到
達

し
、
視
界
は
開
け
て
澄
明
な
心
境
を
抱
く
こ
と
が
で
き
る
。
三
論
宗
が
四
重
の
二
諦
を
説
く
の
は
、
仏
法

の
奥
義
を
極
め
よ
う
と
す
る
努
力
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

6
1
2

第
二
に
「
四
重
の
二
諦
」
説
の
修
道
論
的
側
面
を
考
察
す
る
。
パ
ー
リ
聖
典
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
小
罪



経
』
は
、
あ
る
境
地
を
批
判
的
に
瞑
想
す
る
と
き
、
そ
の
境
地
を
超
え
た
よ
り
深
い
真
理
に
到
達
し
う
る

こ
と
を
教
え
て
い
る
。
『
小
津
経
』
は
そ
の
よ
り
深
い
真
理
を
、
否
定
さ
れ
ず
に
残
っ
た
も
の
と
い
う
意
味

合
い
を
込
め
て
、
「
残
れ
る
も
の
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
「
残
れ
る
も
の
」
は
さ
ら
に
よ
り
高
次
の
瞑
想

に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
嘉
祥
大
師
は
「
言
忘
七
絶
」
を
第
四
重
の
「
残
れ
る
も
の
」

と
し
て
、
そ
こ
で
一
応
思
索
を
と
ど
め
て
い
る
が
、
「
言
忘
慮
絶
」
は
さ
ら
に
深
い
瞑
想
に
よ
っ
て
否
定
的

に
反
省
さ
れ
、
よ
り
深
化
し
た
真
理
に
到
達
し
う
る
。
四
重
の
二
型
に
説
か
れ
て
い
る
瞑
想
と
「
残
れ
る

も
の
」
の
否
定
の
過
程
は
、
「
十
地
の
菩
薩
」
の
修
道
そ
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
初
筆
に
至
っ

た
菩
薩
は
そ
こ
か
ら
立
ち
上
が
り
、
無
限
の
時
間
を
か
け
て
十
地
の
階
梯
を
ひ
と
つ
ず
つ
登
り
つ
づ
け
、
　
　
6
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

つ
い
に
第
十
法
雲
地
に
達
す
る
の
で
あ
る
。
四
重
の
二
塁
説
は
、
菩
薩
に
対
し
て
修
道
の
過
程
を
具
体
的

に
示
す
修
道
論
を
説
い
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
項
　
出
入
観
と
並
観
に
つ
い
て

三
論
宗
の
起
爆
義
は
観
法
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
と
き
、
出
入
観
と
闇
黒
と
い
う
修
道
論
と
な
る
。



嘉
祥
大
師
の
活
躍
し
た
頃
の
中
国
に
お
い
て
、
こ
の
出
入
観
と
並
観
と
は
標
準
的
な
観
法
と
し
て
行
じ
ら

れ
、
三
論
宗
以
外
の
宗
派
に
お
い
て
も
教
義
が
整
え
ら
れ
て
い
た
二
＋
一
。
他
宗
の
観
法
は
「
約
理
的
」
な

修
道
論
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
嘉
祥
大
師
は
こ
れ
ら
を
「
約
教
的
」
な
修
道
論
に
組
織
し
な
お
し
て
い
る
。

「
約
理
的
」
な
出
入
観
は
、
二
諦
を
二
つ
の
理
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
入
観
が
成
立
す
る
と
考
え
る
。

す
な
わ
ち
、
禅
定
に
入
っ
て
世
理
の
「
理
」
を
観
じ
、
次
い
で
真
諦
の
「
理
」
を
感
じ
る
と
い
う
出
入
を

中
心
と
す
る
。
ま
た
「
約
理
的
」
な
並
観
と
は
、
読
響
と
真
諦
の
「
理
」
が
相
即
し
て
い
る
と
し
て
、
二

諦
を
並
べ
て
観
ず
る
こ
と
を
い
う
。
他
宗
の
教
義
を
嘉
祥
大
師
は
『
二
諦
義
』
巻
下
に
お
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
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2

他
〔
宗
〕
ノ
明
サ
ク
。
二
百
ハ
是
レ
有
ニ
リ
ニ
理
一
。
三
假
ヲ
為
ニ
シ
世
事
ノ
理
一
ト
。
四
千
ヲ
為
ニ
ス
真
諦
ノ
理
一
ト
。

以
レ
テ
ノ
有
ニ
ル
ヲ
ニ
理
一
故
二
。
有
ニ
リ
出
入
観
一
。
有
ニ
リ
ニ
諦
ノ
並
観
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
一
〇
九
中
）
（
『
二
諦
義
』
巻
下
）

嘉
祥
大
師
の
時
代
に
も
っ
と
も
盛
ん
だ
っ
た
考
え
方
は
、
梁
の
三
大
法
師
の
説
で
、
初
地
か
ら
第
七
地

に
至
る
ま
で
は
「
出
入
観
」
を
修
し
、
第
八
地
に
至
っ
て
は
じ
め
て
並
観
を
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と



い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
理
由
は
、
第
八
地
の
境
地
に
至
っ
て
は
じ
め
て
道
と
観
を
同
時

に
行
じ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
ま
た
、
真
諦
と
俗
諦
と
を
瞑
想
の
対
象
と
し
て
並
べ
て
観
ず
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
か
ら
だ
と
考
え
て
い
た
。

三
大
法
師
が
於
レ
テ
世
二
盛
行
ス
ル
コ
ト
ハ
者
。
心
地
日
並
観
ス
。
初
地
ヨ
リ
至
ニ
ル
マ
デ
二
七
地
一
二
出
入
観
ナ
リ
。
八

地
二
始
ア
得
ニ
ル
並
観
一
ヲ
。
八
地
ノ
菩
薩
ハ
道
ト
観
ト
隻
行
シ
。
真
ト
俗
ド
ツ
並
置
ス
ル
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
一
〇
九
中
）
（
『
二
諦
義
』
巻
下
）

6
4
2

　
俗
諦
も
真
諦
も
共
に
真
理
で
あ
る
と
み
る
「
窮
理
的
」
な
修
道
論
に
お
い
て
は
、
「
色
即
是
空
・
空
即
是

色
」
と
い
う
「
色
と
空
と
の
相
即
」
を
合
理
的
に
説
明
で
き
な
い
、
と
嘉
祥
大
師
は
考
え
る
。
俗
諦
と
真

諦
と
が
共
に
独
立
し
た
真
理
で
あ
っ
て
、
二
つ
の
真
理
が
凝
然
と
し
て
存
在
す
る
な
ら
ば
、
色
と
空
と
が

溶
融
す
る
と
い
う
考
え
方
は
成
立
し
な
い
。
約
理
的
な
立
場
か
ら
は
俗
諦
と
真
諦
と
の
溶
融
・
相
即
を
合

理
的
に
説
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

有
ニ
ル
雨
境
一
調
レ
リ
テ
中
二
而
モ
垂
垂
ス
ル
ヲ
為
ニ
セ
バ
並
観
一
ト
。
是
ノ
事
不
レ
然
，
フ
。
経
二
明
ヵ
ス
。
照
ニ
シ
有
即



是
空
蝋
ナ
リ
ト
。
照
ニ
ス
空
即
是
有
一
ナ
リ
ト
。
何
レ
ノ
時
二
ヵ
有
ニ
リ
テ
雨
境
一
。
凝
然
ト
シ
テ
在
レ
リ
テ
中
二
隻
照
ス
ル
ヲ

暴
富
ス
や
並
観
一
ト
耶
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
．
＝
○
中
）
（
『
二
諦
義
』
巻
下
）

　
『
二
型
義
』
巻
下
は
、
三
論
宗
の
出
入
観
を
次
の
よ
う
に
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
段
階
的
・
次

第
的
な
観
法
と
は
異
な
っ
た
考
え
方
を
表
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
心
が
正
観
に
あ
る
こ
と
を
「
入
」

と
い
い
、
心
が
正
観
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
「
出
」
と
い
う
。
瞑
想
に
鎮
ん
で
い
る
状
態
が
「
入
」
で
あ
り
、

心
が
動
ず
る
瞬
間
が
「
出
」
で
あ
る
。

6
5
2

出
入
観
ト
ハ
者
。
大
師
〔
法
朗
〕
ノ
云
ク
。
心
が
常
二
百
子
テ
正
観
ノ
中
一
二
行
ズ
ル
ヲ
名
ケ
テ
為
レ
シ
入
ト
。
綾
二
生

レ
ジ S
ヲ
動
レ
ズ
ル
ヲ
念
ヲ
即
チ
名
ケ
テ
為
レ
ス
出
ト
。
起
ニ
ス
ヲ
断
常
ノ
心
一
ヲ
為
レ
シ
出
ト
。
冷
塊
ル
ヲ
正
観
一
二
為
レ
ス
入

ト
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
．
一
一
〇
中
）
（
『
二
三
義
』
巻
下
）

　
三
論
宗
は
そ
れ
以
前
の
要
理
的
な
出
入
観
と
は
異
な
っ
た
約
教
的
な
考
え
方
を
提
示
し
た
。
三
論
以
前

の
約
理
的
な
教
義
は
「
定
性
」
「
有
所
得
」
の
思
想
に
堕
し
て
い
た
。
三
論
宗
は
こ
の
有
所
得
の
思
想
を
破

斥
し
て
、
無
所
得
の
観
法
を
説
こ
う
と
し
て
い
る
。



第
三
項
　
三
種
並
観
に
つ
い
て

　
三
論
宗
で
は
出
入
観
と
並
観
の
う
ち
、
出
入
観
に
は
重
き
を
置
か
ず
、
約
教
的
な
並
観
を
重
視
し
て
三

種
並
観
を
説
い
て
い
る
。
三
種
と
は
難
論
の
並
観
・
不
二
横
竪
の
並
観
・
得
失
の
並
観
を
い
う
。
い
ず
れ

も
初
章
義
の
展
開
で
あ
る
。

　
第
一
に
横
論
の
客
観
と
は
、
有
と
無
と
の
相
即
を
説
く
立
場
か
ら
、
有
を
観
照
す
る
こ
と
は
同
時
に
無
　
　
6
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

を
観
照
す
る
こ
と
で
あ
り
、
逆
に
無
を
観
照
す
る
こ
と
は
す
な
わ
ち
有
を
観
照
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い

と
説
く
。
有
と
無
、
あ
る
い
は
有
と
空
と
を
横
に
並
べ
て
観
照
し
、
両
者
は
互
い
に
相
即
・
溶
融
し
て
い

て
、
一
体
で
あ
る
と
瞑
想
す
る
。
有
と
空
と
は
凝
然
と
し
て
別
個
に
存
在
す
る
真
理
で
は
な
く
、
互
い
に

溶
融
し
う
る
用
・
教
で
あ
る
。

假
二
説
レ
キ
有
ト
非
有
ヲ
為
レ
シ
有
ト
。
假
二
説
レ
キ
無
ト
非
無
ヲ
為
㌧
無
ト
。
非
有
ヲ
為
レ
ス
ハ
有
ト
。
指
レ
シ
テ
無
ヲ

為
レ
ス
ナ
リ
有
ト
。
非
無
ヲ
為
レ
ス
ハ
無
ト
。
指
レ
シ
テ
有
ヲ
為
レ
ス
ナ
リ
無
ト
。
指
レ
シ
テ
無
ヲ
為
レ
セ
バ
有
ト
。
照
レ
ス
万
有



ヲ
即
チ
照
レ
ス
無
ヲ
。

観
一
ト
也
。

指
レ
シ
テ
有
ヲ
為
レ
セ
バ
無
ト
。

照
レ
ス
ハ
無
ヲ
即
チ
照
レ
ス
ナ
リ
有
ヲ
。
銘
レ
ヶ
テ
此
ヲ
為
ニ
ス
ナ
リ
並

　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
－
・
一
一
〇
中
）
（
『
二
雨
湿
』
巻
下
）

　
第
二
に
不
二
横
竪
の
並
観
と
は
、
次
の
よ
う
に
瞑
想
す
る
こ
と
で
あ
る
。
有
と
無
の
よ
う
に
相
対
立
す

る
二
つ
の
概
念
は
、
独
立
・
固
定
し
た
実
体
を
も
た
ず
、
互
い
に
溶
融
・
相
即
す
る
「
不
二
」
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
不
二
」
も
ま
た
絶
対
的
な
真
理
で
は
な
く
、
「
二
」
は
「
不
二
」
と
相
即
し
、
「
不
二
」

は
「
二
」
と
溶
融
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
瞑
想
す
る
境
地
を
不
二
横
面
の
並
観
と
い
う
。
コ
一
」
と
「
不

二
」
は
横
に
並
べ
て
相
即
し
て
お
り
、
竪
に
並
べ
て
溶
融
し
て
い
る
。
二
と
不
二
と
が
相
即
し
て
い
る
か
　
　
6
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2

ら
世
間
の
諸
法
が
そ
の
ま
ま
勝
義
の
実
相
で
あ
り
、
仮
名
を
破
壊
す
る
こ
と
な
く
等
覚
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。
世
間
と
勝
義
と
は
別
個
の
独
立
し
た
概
念
で
は
な
く
、
互
い
に
相
即
・
溶
融
し
て
い
る
。

ニ
が
不
二
。
不
ニ
ガ
ニ
ナ
リ
。
只
ダ
ニ
ハ
即
ニ
シ
不
二
一
二
。
只
ダ
丸
型
ハ
即
レ
ス
ニ
ニ
。

無
三
シ
ニ
ノ
異
ニ
ル
コ
ト
不
二
一
二
。
無
ニ
シ
不
肖
ノ
異
一
レ
ル
コ
ト
ニ
ニ
。

故
二
不
レ
シ
テ
壊
ニ
セ
唐
名
一
ヲ
。
説
ニ
キ
諸
法
ノ
實
相
一
ヲ
。
不
レ
シ
テ
動
ニ
二
等
二
一
ヲ
。
建
二
立
ス
諸
法
哺
ヲ
。

若
シ
ニ
が
異
ニ
ナ
レ
バ
不
二
一
二
。
則
チ
壌
ニ
シ
テ
假
名
一
ヲ
説
ニ
ク
實
相
一
ヲ
。



不
レ
シ
テ
壌
ニ
サ
假
名
一
ヲ
説
ニ
ク
ガ
實
相
贈
ヲ
故
二
。
ニ
ハ
即
チ
不
ニ
ナ
リ
。
所
以
二
ニ
ト
不
ニ
ト
横
竪
ノ
並
〔
観
〕
ナ

リ
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
一
一
〇
下
）
（
『
二
諦
義
』
巻
下
）

　
第
三
に
得
失
の
並
観
と
は
、
対
機
教
化
の
立
場
か
ら
、
菩
薩
の
無
所
得
と
凡
夫
の
有
所
得
と
の
相
即
と

を
観
ず
る
達
観
の
こ
と
を
い
う
。
仏
・
如
来
か
ら
み
れ
ば
、
修
道
と
い
う
も
の
に
得
も
失
も
あ
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
菩
薩
は
無
所
得
の
境
地
に
あ
り
、
凡
夫
は
有
所
得
の
境
地
に
あ
る
。
そ
こ
で
諸
仏
・
如
来
は

両
者
を
並
観
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
根
の
も
の
を
漏
ら
す
こ
と
な
く
観
法
の
中
に
と
ど
め
て
お
き
、
凡
夫
が

無
所
得
を
発
こ
す
瞬
間
を
の
が
さ
ず
教
化
の
手
を
さ
し
の
べ
る
。
こ
の
第
三
の
並
観
は
於
諦
を
教
諦
に
転
　
　
6
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2

じ
て
、
衆
生
を
仏
法
の
奥
義
に
導
く
た
め
に
特
に
重
要
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

菩
薩
ハ
常
二
照
ニ
シ
無
得
一
ヲ
照
ニ
ス
有
得
一
ヲ
。

道
ハ
未
二
Z
フ
ズ
曾
テ
得
ト
無
得
一
ト
ニ
。
於
ニ
チ
ハ
衆
生
一
二
有
得
ナ
リ
。
於
ニ
チ
ハ
諸
佛
・
菩
薩
一
二
無
得
ナ
リ
。

今
還
テ
照
ニ
シ
衆
生
ノ
有
所
得
一
ヲ
。
照
ニ
ス
菩
薩
ノ
無
得
一
ヲ
。

此
ノ
；
観
ヲ
常
二
照
シ
テ
。
無
レ
シ
有
ニ
ル
コ
ト
一
念
ト
シ
テ
不
レ
ル
照
サ
時
一
。

若
シ
使
ニ
メ
バ
一
念
モ
不
一
レ
ず
フ
照
ニ
サ
有
得
ノ
衆
生
一
ヲ
。
諸
藩
二
即
チ
有
一
㌔
フ
ン
漏
レ
ス
ル
ノ
機
ヲ
之
失
一
。



衆
生
が
機
ヲ
襲
ス
ト
モ
。
即
便
チ
不
レ
ザ
ラ
ン
畳
セ
。

為
レ
ノ
是
ノ
故
二
。
所
以
二
常
二
照
ニ
ス
有
得
ノ
衆
生
輔
ヲ
。
（
中
略
）

此
レ
即
チ
常
二
照
ニ
ス
ヲ
得
・
無
得
輔
ヲ
名
ニ
ク
並
観
一
ト
也
。
此
ノ
義
最
要
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
＝
○
下
）
（
『
二
諦
義
』
巻
下
）

　
玄
叡
は
『
大
義
紗
』
巻
一
に
お
い
て
、
嘉
祥
大
師
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
、

う
に
あ
げ
て
い
る
。

　
「
横
論
の
並
観
」
の
教
証

そ
の
豊
玉
を
次
の
よ

6
9
2

大
品
経
二
云
ク
。
専
一
即
チ
是
レ
契
丹
シ
テ
。
空
白
即
チ
是
レ
色
ナ
リ
ト
。
此
レ
ハ
横
即
ノ
謹
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
七
〇
・
一
二
九
上
）
（
『
大
義
砂
』
巻
一
）

「
不
二
横
竪
の
並
観
」
の
教
証

中
論
ノ
四
諦
品
二
云
ク
。
黒
蜜
ハ
即
チ
是
レ
中
道
ノ
義
ナ
リ
ト
。
此
レ
ハ
竪
即
ノ
謹
ナ
リ
。



（
大
正
七
〇
・
一
二
九
上
（
『
大
義
砂
』
巻
一
）
）

「
得
失
の
並
観
」
の
教
証

黒
蜜
経
二
云
ク
。

一
切
ノ
世
説
ハ
。
若
シ
バ
於
ニ
テ
如
來
一
二
。
即
チ
是
レ
第
一
義
諦
ナ
リ
ト
。
得
失
即
ノ
謹
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
七
〇
・
一
二
九
上
）
（
『
大
義
砂
』
巻
一
）

　
三
種
並
観
の
う
ち
、
第
一
の
「
難
論
の
並
観
」
と
第
二
の
「
不
二
横
竪
の
並
観
」
は
、
菩
薩
の
自
利
の
　
　
7
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2

修
行
の
側
面
を
説
い
て
い
る
。
菩
薩
は
こ
の
二
つ
の
観
法
を
繰
り
か
え
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
深
い

境
地
へ
と
進
ん
で
い
く
。
そ
の
具
体
的
な
観
法
は
、
現
在
得
て
い
る
境
地
を
ま
だ
不
充
分
な
境
地
と
し
て

否
定
し
、
さ
ら
に
新
し
い
境
地
を
切
り
開
い
て
い
く
瞑
想
で
あ
る
。
そ
れ
が
嘉
祥
大
師
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
有
所
得
の
境
地
を
否
定
し
て
無
所
得
の
境
地
を
求
め
る
精
神
で
あ
る
。
『
小
空
前
』
が
説
く
「
創

造
的
瞑
想
」
と
軌
を
一
に
す
る
思
想
で
あ
る
。
三
種
並
観
の
第
一
と
第
二
と
は
、
こ
の
よ
う
な
菩
薩
の
修

道
の
過
程
を
説
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
項
で
考
察
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
十
地
の
菩
薩
が
段
階
を

ひ
と
つ
ず
つ
、
無
限
の
努
力
を
重
ね
て
登
っ
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
甚
深
の
仏
法
を
求
め
る
自



利
の
修
行
は
、
そ
の
よ
う
な
努
力
の
果
て
し
な
い
継
続
で
あ
る
。

　
一
方
、
第
三
の
「
得
失
の
並
観
」
は
、
諸
仏
・
菩
薩
の
利
他
の
修
行
の
側
面
を
説
い
て
い
る
。
「
こ
の
義

最
要
な
り
」
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
衆
生
の
教
化
が
大
乗
の
菩
薩
の
最
も
重
要
な
修
行
と
さ
れ
る
。
三
論

宗
に
お
い
て
は
、
常
に
衆
生
済
度
を
究
極
の
目
的
と
し
て
教
義
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。

第
四
項
　
四
節
の
並
観
に
つ
い
て

7
1
2

　
三
種
並
観
は
観
法
の
対
象
を
、
（
一
）
有
と
無
、
（
二
）
二
と
不
二
、
（
三
）
有
所
得
と
無
所
得
の
三
つ
に

分
け
て
考
察
し
た
。
次
に
菩
薩
は
修
道
の
ど
の
階
位
に
お
い
て
並
観
を
獲
得
す
る
か
が
論
じ
ら
れ
る
。
こ

れ
は
「
四
節
の
並
観
」
と
い
わ
れ
、
四
つ
の
考
え
方
を
標
記
し
た
も
の
で
、
四
節
の
う
ち
ど
れ
が
正
し
い

か
を
判
別
す
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
の
あ
る
こ
と
を
叙
述
し
た
も
の
で
、
固
定
的
な
考
え

で
は
な
く
、
状
況
に
応
じ
て
流
動
的
に
考
え
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
第
一
節
は
初
発
心
よ
り
二
諦
を
並
観
す
る
と
い
う
。
声
聞
と
異
な
り
菩
薩
は
初
発
心
の
時
に
、
不
生
不

滅
・
不
二
の
観
を
発
こ
す
。
後
の
階
位
に
お
い
て
発
こ
す
二
塁
発
振
と
比
べ
て
、
明
・
暗
の
差
別
は
あ
る



が
、
そ
の
内
容
に
本
質
的
な
違
い
は
な
い
。
こ
の
考
え
方
は
『
六
十
華
厳
経
』
の
「
聖
母
心
時
便
成
正
畳
」

（
大
正
九
・
四
四
九
下
）
の
思
想
と
共
通
し
て
い
る
。

從
ニ
リ
初
襲
心
一
竜
北
即
チ
並
観
ス
。
（
中
略
）
愚
論
心
二
即
チ
學
ニ
ス
ニ
純
一
ヲ
。
無
レ
シ
ト
ハ
有
ニ
ル
コ
ト
菩
薩
ハ
不
一

レ
ル

R
ト
學
ニ
バ
ニ
諦
一
ヲ
者
。
凡
ソ
是
レ
菩
薩
ハ
。
即
チ
學
ニ
ス
ニ
諦
観
一
ヲ
。
為
レ
ノ
是
ノ
故
二
。
初
男
心
二
即
チ

學
ニ
ス
ニ
諦
ノ
湿
舌
一
ヲ
。
乃
至
後
半
二
亦
タ
學
ニ
ス
ニ
諦
ノ
二
更
一
ヲ
。
而
噌
不
レ
Z
フ
ズ
無
電
キ
ニ
明
ト
晦
ト
為
一
レ
ス

コ
ト
異
ト
。
晦
ノ
故
二
為
ニ
シ
初
心
一
ト
。
明
ノ
二
二
為
ニ
ス
後
心
一
ト
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
一
〇
九
下
）
（
『
二
諦
義
』
巻
下
）

7
2
2

　
第
二
節
で
は
菩
薩
の
内
に
も
並
と
不
並
と
が
あ
る
こ
と
を
説
く
。
こ
の
考
え
方
に
よ
る
と
、
霊
前
の
三

十
心
の
菩
薩
は
な
お
不
悉
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
黒
地
の
菩
薩
が
は
じ
め
て
並
観
を
得
る
と
い
う
。
地
前

は
凡
夫
位
で
な
お
伏
道
で
あ
る
が
、
初
地
は
聖
位
で
あ
り
断
道
で
あ
る
。
よ
っ
て
初
地
に
お
い
て
本
来
の

並
観
を
得
る
と
い
う
。

第
二
節
二
明
ニ
ス
ト
ハ
並
観
一
ヲ
者
。
明
記
ス
手
前
ノ
三
十
心
ハ
。
未
レ
ズ
シ
テ
得
二
並
観
一
ヲ
。
初
繭
ノ
菩
薩
ガ
。
始



メ
テ
得
中
ル
コ
ト
ヲ
並
観
上
ヲ
。
（
中
略
）
明
ニ
ス
馬
前
ハ
淺
ナ
ル
が
故
凶
器
顧
レ
フ
コ
ト
ヲ
未
レ
ズ
ト
並
バ
。
初
地
層
深
ナ
ル
が
故
二

並
ブ
。
地
謹
呈
是
レ
凡
夫
ノ
位
ナ
リ
。
初
地
口
是
レ
聖
体
ナ
リ
。
馬
前
ハ
四
道
ナ
リ
。
初
地
区
香
道
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
一
〇
九
下
～
一
一
〇
上
）
（
『
二
諦
義
』
巻
下
）

　
第
三
節
は
第
七
地
の
菩
薩
が
並
観
す
る
と
い
う
。
第
六
地
ま
で
は
無
生
二
＋
二
を
得
る
こ
と
が
浅
い
か
ら
、

般
若
は
得
て
い
る
が
方
便
は
い
ま
だ
得
ず
、
順
忍
二
＋
三
で
あ
る
。
第
七
地
は
無
生
を
得
る
こ
と
が
深
い
か

ら
無
生
忍
石
＋
四
を
得
て
、
は
じ
め
て
方
便
を
獲
得
す
る
。
行
の
立
場
か
ら
論
じ
て
も
墨
譜
か
ら
第
六
地
ま

で
は
、
檀
波
羅
蜜
二
＋
五
ま
た
は
般
若
波
羅
蜜
で
ま
だ
方
便
は
得
て
い
な
い
。
第
七
地
に
至
っ
て
よ
う
や
く
　
　
7
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2

方
便
を
獲
得
す
る
。
こ
の
時
は
じ
め
て
、
般
若
・
方
便
を
並
観
し
、
二
諦
を
並
観
す
る
。
第
六
地
ま
で
は

全
く
並
観
し
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
方
便
の
智
が
浅
い
の
で
充
分
な
並
観
と
は
い
え
な
い
。

第
三
節
ハ
明
ニ
ス
七
地
ノ
菩
薩
ノ
並
観
一
ヲ
。
大
信
二
云
三
フ
七
地
ノ
菩
薩
ハ
得
ニ
ル
ト
無
生
忍
一
ヲ
。
（
中
略
）
所
以

ハ
領
地
ノ
並
観
ト
ハ
者
。
撮
ニ
メ
テ
前
ノ
六
地
肌
ヲ
。
並
二
為
ニ
ノ
順
忍
一
ノ
故
二
障
レ
ズ
並
バ
。
王
地
二
得
ニ
ル
が
無
生

忍
一
ヲ
故
二
二
ブ
也
。
十
二
ハ
皆
ナ
無
生
ナ
レ
ド
モ
。
前
ノ
無
生
ハ
淺
ナ
ル
が
故
二
為
ニ
ス
順
忍
一
ト
。
七
地
ノ
無
生
ハ

深
ナ
ル
が
故
二
。
為
ニ
ス
無
生
忍
一
ト
也
。
又
タ
約
ニ
ス
ル
ニ
行
論
一
二
。
初
地
ハ
檀
波
羅
蜜
ナ
リ
。
六
地
ハ
般
若
波



羅
蜜
ナ
リ
。
未
レ
得
二
方
便
一
ヲ
。
画
地
二
得
ニ
ル
方
便
一
ヲ
。
（
中
略
）
慧
二
心
ニ
レ
バ
方
便
一
門
シ
。
方
便
偶
有
レ
レ

バ
慧
解
ス
。
具
ニ
ス
ガ
ニ
慧
一
ヲ
故
二
並
観
ナ
リ
。
前
ノ
六
地
ハ
非
レ
ァ
ー
フ
ズ
不
ニ
ザ
ル
ニ
並
観
一
箱
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
＝
○
上
）
（
『
二
諦
義
』
巻
下
）

　
第
四
節
は
第
八
地
の
菩
薩
が
並
観
す
る
と
い
う
。
第
七
地
以
前
は
な
お
有
功
用
二
＋
六
道
で
あ
る
が
、

地
に
至
っ
て
は
じ
め
て
無
功
用
二
＋
七
道
を
得
る
。
よ
っ
て
八
地
に
お
い
て
並
観
す
る
。

八

第
四
節
ハ
者
。
從
ニ
リ
初
心
一
詑
二
譜
面
ル
ニ
借
地
一
二
。
未
レ
得
二
並
観
一
ヲ
。
至
ニ
テ
評
価
幽
二
塁
メ
テ
並
観
ス
。

連
用
就
ニ
テ
功
用
．
無
功
用
㌦
一
面
レ
ズ
之
ヲ
。
初
心
力
騨
フ
至
ニ
ル
マ
デ
五
七
地
一
二
。
未
レ
得
二
無
功
用
道
一
ヲ
。
八

地
三
ア
得
意
ル
が
無
功
用
道
一
ヲ
故
二
。
七
言
町
家
ハ
。
未
レ
シ
テ
得
二
無
功
用
道
一
ヲ
。
未
ニ
ズ
悪
評
一
才
フ
。
糊
地

二
得
ニ
ル
が
無
功
用
道
一
ヲ
故
二
。
得
ニ
ル
並
観
一
ヲ
。
此
ハ
約
ニ
シ
テ
功
用
・
無
功
用
道
一
二
。
判
ニ
ズ
並
観
・
不

並
観
一
ヲ
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
五
・
一
一
〇
上
）
（
『
二
二
義
』
巻
下
）

7
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嘉
祥
大
師
の
説
く
「
四
節
の
二
諦
」
は
、
初
発
心
の
菩
薩
か
ら
二
諦
を
白
黒
で
き
る
と
は
い
う
が
、
同

時
に
、
修
行
が
進
む
に
つ
れ
て
観
法
の
境
地
が
次
第
に
深
化
す
る
こ
と
を
も
明
か
し
て
い
る
。
具
体
的
に



は
、
十
地
の
階
梯
を
登
る
に
つ
れ
て
菩
薩
の
心
境
は
透
明
に
な
り
、
第
八
地
に
至
っ
て
な
に
も
の
に
も
と

ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
無
功
用
の
心
境
に
至
る
。
黒
地
の
菩
薩
は
常
に
修
行
に
努
め
て
、
す
で
に
得
た
心

境
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
心
境
を
捨
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
新
し
い
境
地
を
切
り
開
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
「
四
節
の
二
諦
」
説
は
、
初
発
心
か
ら
第
八
地
に
至
る
ま
で
の
修
道
を
「
並

観
」
と
い
う
視
点
か
ら
説
き
明
か
し
て
い
る
。
並
観
を
重
視
す
る
の
は
三
論
宗
に
特
徴
的
な
修
道
論
で
あ

り
、
菩
薩
は
初
発
心
か
ら
仏
果
に
至
る
ま
で
、
休
む
こ
と
な
く
修
行
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

7
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第
五
項
禅
宗
の
見
性
に
つ
い
て

　
本
節
で
考
察
し
た
「
四
重
の
四
諦
」
「
出
入
観
と
並
観
」
「
三
種
並
観
」
「
四
節
の
肥
壷
」
は
、
い
ず
れ
も

現
在
到
達
し
て
い
る
境
地
を
捨
て
て
、
さ
ら
に
深
い
境
地
に
到
達
す
る
た
め
の
瞑
想
を
説
い
て
い
る
。
そ

の
根
幹
に
あ
る
思
想
は
破
邪
顕
正
の
精
神
で
あ
り
、
『
小
空
輸
』
の
「
創
造
的
瞑
想
」
で
あ
る
。
三
論
宗
に

お
い
て
も
初
冬
・
歓
喜
地
は
説
く
が
、
禅
宗
で
い
う
「
見
性
二
＋
八
」
体
験
を
特
に
取
り
あ
げ
る
こ
と
は
な



い
。
三
論
宗
の
思
想
を
受
け
つ
ぎ
な
が
ら
後
に
発
展
し
た
禅
宗
は
、
初
夢
に
お
け
る
歓
喜
を
比
較
的
重
視

し
て
、
歓
喜
の
偶
を
多
く
残
し
て
い
る
。
そ
の
一
例
を
道
元
の
『
正
法
眼
裏
』
等
長
山
色
の
巻
か
ら
引
用

し
て
み
る
。
こ
れ
は
東
披
居
士
の
偶
で
あ
る
。

難
聲
ハ
便
ハ
チ
是
レ
廣
長
舌

夜
來
八
萬
四
千
ノ
偏

山
色
無
レ
シ
非
ニ
ザ
ル
ハ
清
浮
身
一
二

他
日
如
何
ン
が
畢
二
更
セ
ン
人
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
八
二
二
二
人
中
）

（
『
正
法
眼
蔵
』
巻
九
）

7
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こ
の
偶
は
漢
声
の
説
法
や
山
水
の
清
浄
身
に
よ
っ
て
、
八
万
四
千
の
教
え
を
聞
き
、
廓
然
と
し
て
見
性

を
発
得
し
た
歓
喜
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
道
元
自
身
も
見
性
体
験
を
「
心
身
脱
落
」
と
表
現
し
て
い
る
。

『
正
法
眼
蔵
』
漢
声
山
色
の
巻
は
こ
の
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
の
歓
喜
の
偶
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら

二
つ
を
あ
げ
て
み
る
。

香
厳
智
閑
禅
師
の
偶

　
一
撃
二
階
ニ
ズ
所
知
一
ヲ
。
更
二
不
二
自
フ
修
治
一
セ
。
動
容
二
揚
ニ
グ
古
路
一
ヲ
。
不
レ
堕
ニ
セ
恰
然
ノ
機
一
二
。
慮



虚
二
無
ニ
シ
縦
跡
一
。
聲
色
ノ
外
ノ
威
儀
ヲ
。
諸
方
ノ
達
道
ノ
者
ハ
。
成
ナ
言
忌
フ
上
上
ノ
機
一
ト
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
人
二
・
三
九
中
）
（
『
正
法
眼
蔵
』
巻
九
）

霊
雲
志
勤
禅
師
の
偶

　
三
十
年
來
尋
ニ
ヌ
剣
客
一
ヲ
。
幾
回
ヵ
引
落
チ
又
藁
塚
レ
ク
枝
ヲ
。
自
三
從
リ
一
二
見
シ
テ
桃
華
一
ヲ
後
ハ
。
直
二
至
ニ

　
テ
如
今
一
二
更
二
不
レ
疑
ワ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
八
二
．
三
九
中
）
（
『
正
法
眼
蔵
』
巻
九
）

　
三
論
宗
に
お
い
て
聖
地
に
達
し
た
歓
喜
は
、
「
絶
観
の
般
若
二
＋
九
」
と
い
う
言
葉
で
わ
ず
か
に
表
現
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
詳
し
く
は
説
か
れ
な
い
。
「
絶
観
の
般
若
」
と
い
う
思
想
を
発
展
さ
せ
た
の

は
、
む
し
ろ
禅
宗
で
あ
り
、
『
絶
好
論
』
三
＋
と
い
う
論
書
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第

三
章
の
第
一
節
に
お
い
て
考
察
す
る
。
三
論
宗
に
お
い
て
は
、
初
地
の
悟
り
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
な
く
、

む
し
ろ
十
地
の
階
梯
を
上
へ
上
へ
と
登
る
こ
と
を
中
心
的
な
修
道
論
と
し
て
い
る
。

　
修
道
に
は
日
々
汗
を
流
し
て
歩
み
続
け
る
と
い
う
一
面
と
、
一
日
歩
く
た
び
ご
と
に
新
し
い
風
光
に
め

ぐ
り
あ
え
る
喜
び
の
一
面
が
あ
る
。
三
論
宗
は
喜
び
の
側
面
を
強
調
す
る
こ
と
は
な
く
、
日
々
歩
き
続
け

て
留
ま
る
こ
と
の
な
い
側
面
を
重
視
す
る
。
禅
宗
は
君
上
に
悟
を
求
め
る
こ
と
も
強
調
す
る
が
、
同
時
に
、

7
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見
性
や
歓
喜
地
の
体
験
を
重
視
し
て
い
る
。
三
論
宗
は
第
二
離
垢
地
か
ら
第
十
法
雲
地
ま
で
の
修
行
を
重

視
し
て
い
る
。
特
に
第
七
地
へ
の
湿
婆
を
大
切
に
す
る
。
そ
れ
は
方
便
が
は
じ
め
て
第
七
地
に
お
い
て
完

全
な
形
で
発
得
さ
れ
、
衆
生
済
度
の
能
力
が
急
速
に
高
ま
る
か
ら
で
あ
る
。

7
8
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一
羅
什
訳
『
中
論
』
第
十
八
章
の
第
九
偶
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
　
自
，
フ
知
り
テ
不
レ
随
レ
ワ
他
二
　
　
寂
滅
ニ
シ
テ
無
ニ
ク
戯
論
一

　
　
無
レ
ク
異
無
ニ
シ
分
別
一
　
　
　
　
是
ヲ
則
チ
名
ニ
ク
實
相
一
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
〇
・
二
四
上
）
（
『
中
論
』
巻
四
）

二
中
村
元
氏
は
「
中
道
と
空
見
」
（
「
結
城
教
授
類
寿
記
念
・
仏
教
思
想
史
論
集
」
大
蔵
出
版
・
一
九
六
四
）
の
中
で
、
「
無

限
に
否
定
を
継
続
し
正
反
合
の
過
程
を
経
て
窮
極
目
的
に
向
か
っ
て
発
展
す
る
と
い
う
思
想
は
、
こ
れ
を
『
中
論
』
の
う
ち



に
見
い
だ
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
二
七
六
頁
参
照
）
。

三
　
「
世
間
の
再
見
」
と
い
う
表
現
は
、
『
瓦
葺
』
第
二
・
1
偶
を
導
く
青
目
の
註
釈
の
中
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
世
間
の

通
常
の
物
の
考
え
方
」
を
あ
ら
わ
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
問
日
。
世
間
眼
見
三
時
有
作
。
已
去
未
去
臨
時
。
以
有
作
直
面
知
有
諸
法
。
　
　
　
（
大
正
三
〇
・
三
下
）
（
『
中
背
』
巻
一
）

四
　
「
因
縁
仮
名
の
有
無
」
に
つ
い
て
『
浄
名
玄
論
』
巻
六
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

　
　
因
縁
假
名
ノ
有
無
ハ
。
則
チ
有
ハ
不
レ
住
レ
サ
有
二
。
有
ハ
表
ニ
ス
不
有
一
ヲ
。
無
ハ
不
レ
ル
が
住
レ
サ
無
二
故
二
。
無
目
表
ニ
ス
不
無
一
ヲ
。

　
　
如
レ
キ
此
ノ
有
無
ハ
。
能
ク
表
ニ
ス
不
二
正
道
一
ヲ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
八
・
八
九
三
下
）
（
『
浄
組
下
論
』
巻
六
）

五
　
『
大
智
度
論
』
巻
一
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
世
界
〔
馬
蝉
〕
者
。
有
法
門
薄
歯
因
縁
和
合
一
故
有
職
シ
テ
無
二
別
性
一
。
磐
如
下
車
ハ
韓
藍
輻
輌
等
和
合
故
塁
リ
テ
親
中
別
二
車
上
。

　
　
人
蓄
電
レ
是
。
五
六
和
合
子
壷
リ
テ
無
二
別
二
人
岬
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
二
五
・
五
九
中
）
（
『
大
智
度
論
』
巻
一
）

六
　
『
大
智
度
論
』
巻
一
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
云
何
各
各
為
人
悉
筆
者
。
観
二
人
ノ
心
行
輔
而
為
二
説
レ
法
。
於
二
一
事
面
一
或
聴
或
不
レ
聴
。
如
二
軍
ノ
中
所
一
レ
説
。
雑
報

　
　
業
ノ
故
。
雑
二
生
シ
世
間
一
得
二
雑
燭
・
雑
受
一
。
中
有
丁
破
群
那
経
ノ
中
ニ
ハ
説
丙
。
無
二
人
畜
｝
レ
晶
帯
乙
人
得
甲
レ
受
。
問
日
。

　
　
乱
闘
経
云
何
通
。
答
日
。
以
下
有
レ
人
疑
二
後
世
【
不
レ
信
二
罪
福
胴
。
作
事
不
善
行
一
直
中
断
滅
見
上
。
宿
下
断
二
彼
ノ
疑
一
二
中

7
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七

シ
メ
ン
ト
彼
悪
行
上
。
欲
レ
抜
二
野
断
見
一
。
是
下
説
下
雑
二
生
シ
テ
世
一
得
中
置
燭
．
雑
受
上
。
是
ノ
破
群
臨
監
計
二
有
レ
我
有
一
レ
神
。

堕
二
計
常
ノ
中
一
二
。
破
群
那
問
レ
佛
言
。
大
徳
．
誰
ヵ
受
タ
ル
ト
。
蛭
藻
説
二
某
甲
・
某
甲
が
受
一
。
便
チ
堕
生
計
常
ノ
中
一
二
。

其
ノ
人
戸
我
見
翼
壁
ス
。
牢
固
ニ
シ
テ
不
レ
可
二
毛
轄
一
。
以
レ
是
首
将
レ
説
レ
有
二
芸
者
・
空
者
一
。
如
レ
是
等
相
。
是
ヲ
名
玉
各
各

為
人
悉
画
一
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
二
五
・
六
〇
上
）
（
『
大
智
愚
論
』
巻
一
）

『
大
智
度
論
』
巻
一
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

画
工
悉
檀
者
。
有
法
ハ
封
治
ス
ル
ト
キ
ハ
則
有
。
實
性
則
無
。
讐
如
二
重
熱
セ
ル
賦
・
酢
・
戯
ノ
藥
草
・
飲
食
等
一
。
於
二
風
病
ノ

中
一
。
名
為
レ
藥
。
於
二
絵
二
一
非
レ
藥
。
若
二
輕
冷
ナ
ル
甘
．
苦
．
灘
ノ
藥
草
・
飲
食
等
一
。
於
二
熱
病
一
名
為
レ
藥
。
於
二
鯨

二
一
非
レ
藥
。
（
中
略
）
佛
法
ノ
中
ノ
治
二
心
病
一
亦
如
レ
是
。
不
浮
観
ノ
思
惟
ハ
。
於
二
貧
欲
病
中
一
名
為
二
善
封
治
法
一
。
於
二

兎
悉
病
中
蝉
不
二
名
為
鞭
レ
善
。
非
二
封
書
ノ
法
一
。
所
以
者
何
。
観
二
身
ノ
過
失
一
名
二
野
羊
観
一
。
若
君
悉
人
観
二
過
失
一
隅
。

蓄
電
二
益
ス
ル
が
瞑
憲
火
一
直
ナ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
二
五
・
六
〇
上
）
（
『
大
智
度
論
』
巻
一
）

『
大
智
度
論
』
巻
一
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

第
一
義
悉
導
者
。
一
切
法
性
．
一
切
論
議
．
語
言
。
一
切
是
法
．
非
法
ハ
。
一
一
二
可
二
分
別
シ
破
散
一
ス
。
諸
等
．
辟
支

佛
．
阿
羅
漢
ノ
所
レ
行
儀
實
法
ハ
。
不
レ
可
レ
破
不
レ
可
レ
散
。
上
ノ
於
二
三
悉
野
中
哺
所
レ
ノ
不
レ
通
尋
者
ハ
。
此
ノ
中
二
皆
ナ
通
ズ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
二
五
・
六
〇
下
）
（
『
大
智
度
論
』
巻
一
）
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九十

十
扁

過
二
｝
切
語
言
ノ
道
一
心
行
ノ
庭
滅
シ
テ
遍
ネ
ク
無
二
所
依
一
町
レ
示
二
諸
法
一
。
諸
法
實
相
ハ
無
レ
初
無
レ
中
墨
レ
後
書
レ
壼
不
レ
壌
。

是
名
二
第
一
義
悉
檀
刷
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
二
五
．
六
一
中
）
（
『
大
智
度
論
』
巻
一
）

『
成
唯
識
論
』
巻
人
の
第
二
一
偶
の
前
半
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

依
他
起
自
性
　
　
分
別
縁
所
レ
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
一
・
四
五
下
）
（
『
成
唯
識
論
』
巻
入
）

『
成
唯
識
論
』
巻
八
の
第
二
〇
偶
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

由
二
彼
彼
遍
計
一
　
遍
二
計
種
種
物
一

楽
遍
踏
所
執
　
　
　
自
性
無
二
所
有
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
一
・
四
五
下
）
（
『
成
唯
識
論
』
巻
八
）

『
成
唯
識
論
』
巻
八
の
第
二
一
偶
の
後
半
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

圓
賊
勢
於
レ
彼
〔
当
寺
起
〕
　
常
並
二
離
セ
ル
前
儒
ノ
ヲ
性
ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
一
・
四
五
下
）
（
『
成
唯
識
論
』
国
入
）

＋
二
『
六
十
華
厳
経
』
巻
一
九
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
菩
薩
心
澤
不
作
二
　
　
亦
復
不
作
不
二
法

　
　
単
離
二
法
不
二
法
　
　
畳
悟
衆
生
語
言
道

＋
三
　
『
六
十
華
厳
経
』
巻
三
〇
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
一
切
厳
暑
。
悉
有
無
量
法
身
離
磯
。
（
中
略
）
直
音
世
間
。

（
大
正
九
・
五
二
四
上
）

解
世
真
實
。
行
出
世
法
。
温
語
書
道
。
擾
無
言
際
。
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（
大
正
九
・
五
九
三
中
）

＋
四
平
井
俊
栄
氏
「
中
国
般
若
思
想
史
研
究
」
四
七
一
～
四
七
三
頁
参
照
。

＋
五
三
仮
と
は
因
成
仮
・
相
続
仮
・
相
待
仮
を
い
う
。
編
成
仮
と
は
一
切
の
有
為
法
は
必
ず
因
縁
を
も
っ
て
生
ず
る
こ
と
を

い
う
。
相
続
仮
と
は
有
為
法
が
前
後
相
続
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
い
う
。
相
待
仮
と
は
短
に
対
し
て
長
あ
り
、
苦
に
対
し
て

楽
あ
る
よ
う
な
相
対
を
い
う
。

＋
六
四
忘
と
は
有
・
無
・
亦
両
・
亦
非
の
四
句
を
絶
す
る
を
真
理
と
な
す
こ
と
を
い
う
。

＋
七
地
論
宗
は
世
親
の
『
十
地
経
論
』
を
主
た
る
研
究
対
象
と
す
る
中
国
の
学
派
の
こ
と
を
い
う
。
菩
提
流
支
・
書
聖
摩
提

を
中
心
と
し
て
い
る
。

＋
八
摂
論
宗
は
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
を
主
た
る
研
究
対
象
と
す
る
中
国
の
学
派
の
こ
と
を
い
う
。

＋
九
安
立
諦
と
は
、
真
如
を
仮
に
言
説
を
も
つ
て
差
別
し
て
あ
ら
わ
す
こ
と
を
い
う
。

二
＋
非
安
立
諦
と
は
、
非
安
立
真
如
と
も
い
い
、
真
如
の
体
が
名
言
を
離
れ
て
寂
滅
無
為
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

二
士
平
井
俊
栄
氏
「
中
国
般
若
思
想
史
研
究
」
春
秋
社
・
一
九
七
六
・
五
八
二
頁
参
照
。

二
＋
二
無
生
と
は
、
生
死
を
離
れ
た
浬
藥
の
理
性
を
意
味
す
る
。

二
＋
三
順
忍
と
は
、
菩
薩
道
に
お
い
て
無
生
の
果
を
趣
向
す
る
第
四
・
五
・
六
地
の
菩
薩
の
境
地
を
指
す
。
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二
＋
四
無
生
忍
と
は
、
不
生
不
滅
の
法
性
を
忍
塾
し
て
、
決
定
・
安
住
す
る
位
を
い
う
。

二
＋
五
檀
波
羅
蜜
と
は
布
施
の
行
を
い
う
。

二
＋
六
有
功
用
と
は
、
ま
だ
自
在
に
無
相
観
を
修
習
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
な
お
、
方
便
・
工
夫
の
助
け
が
必
要

な
こ
と
を
い
う
。

二
＋
七
三
功
用
と
は
、
何
も
の
の
助
け
を
借
り
る
こ
と
な
く
、
自
在
に
自
由
に
仏
道
を
進
む
こ
と
を
い
う
。

二
＋
八
見
性
と
は
、
自
己
本
具
の
自
性
清
浄
心
を
徹
見
す
る
こ
と
を
い
う
。
教
外
別
伝
・
不
立
文
字
・
直
指
人
心
・
見
性
成

仏
と
も
い
う
。

二
＋
九
　
「
絶
観
の
般
若
」
は
『
大
乗
三
論
』
巻
四
（
大
正
四
五
・
五
〇
中
）
に
お
い
て
説
か
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
章
の

第
一
節
で
考
察
す
る
。
絶
観
と
は
「
観
を
断
ち
切
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
高
山
の
頂
上
に
登
っ
て
新
し
い
風
光
に
接
し

た
と
き
の
高
揚
感
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

三
＋
　
『
絶
観
論
』
は
敦
煙
で
発
見
さ
れ
た
禅
の
論
書
で
あ
る
。
作
者
は
牛
頭
禅
の
祖
と
い
わ
れ
る
法
融
（
五
九
四
～
六
五
七
）

と
さ
れ
る
が
異
論
も
あ
る
。
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